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JICAの理事長になって１年余り、さまざまな国を訪れ、
JICAの活動に対する好意的な意見を耳にする機会が数多くありました。
先日お会いしたフィリピンのドゥテルテ大統領も、
繰り返し日本、特にJICAの支援に感謝され、いつかお返しをしたいと言われました。

JICAが高い評価を得ているのは、事業の質の高さとともに、事業に取り組む姿勢が大きいと思います。
相手と対等の立場に立ち、何が相手の発展に本当に役立つのかを考える姿勢が信頼されているのです。
青年海外協力隊も、実際の活動の効果もそうですが、現地の生活と慣習の中に身を投じ、
現地の言葉を話し、相手の役に立ちたいという姿勢が信頼され、評価を受けているのではないでしょうか。

昨今、日本は質の高いインフラの輸出に力を入れていますが、ここでも信頼が何より大切です。
私はインフラ輸出においては、重要性の高い順に、次の4点を満たす必要があると考えています。
第１に、その国の発展に本当に役に立つこと。
第２に、その国と日本との関係強化に役立つこと。
第３に、日本の企業や経済にとって利益があること。
第４に、JICAの予算の中で過大な負担にならないことです。

この順序を見失い、相手の立場ではなく日本にとっての利益を最優先に考えてしまうことがあれば、
長年築いてきた信頼に傷がつきます。信頼を築くには長い時間がかかりますが、壊れるのは一瞬です。
そして、いったん失った信頼を取り戻すのは簡単ではありません。
日本ブランドの本質は信頼ではないかと思います。
このことを見失うことなく、日々の国際協力を進めていきたいと思います。

Trust ～信頼～
JICA理事長
北岡 伸一

昨年11月、パプアニューギ
ニアの学校で活動する青年
海外協力隊員を訪問

JJJJJJJJJJIIIIIIIIIIICCCCCCCCAのAのAのAのAののAののA 理事理事理事理事理事理事事理事理事理事理事理理 長
JJJJJJJJJJJJJJIIIIIIIIIIIIICCCCCCCCCCCCCCCCCCAのAのAのAのAのAのAのAのAのAAのAのAA 活動活動活動活動活動活動動活動活動動活動活動活動活動活動活動動活活活 に
先日お会 した

新春あいさつ
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JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
©JAPACK/orion/amanaimages

ICTは医療や農業、防災、教育など
のあらゆる分野に活用され、私たち
の生活を便利で豊かなものにして
いる。あんなことができたら――。そ
の思いがICTを進化させ、「夢」を
「実現可能な未来」へと変えている
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■ ネットワークの環境整備状況
世界経済フォーラム調べ（2015年）

■ インターネットと携帯電話の普及状況
国際電気通信連合調べ（2016年は予想値）

日本方式の
地デジを
採用した国

■ 進んでいる
■
■
■ 遅れている

日ごろのニュースから災害などの緊急警報まで、
多くの人に情報を届けるためには、携帯電話の
活用が鍵になる。世界の地上波デジタル放送
（地デジ）の中で、日本は唯一、携帯向けのテレ
ビ放送（ワンセグ）や緊急警報放送を組み込む
システムを採用しており、中南米を中心に採用す
る国が増えている。

携帯でテレビや警報を！
日本の地デジが広げる可能性

◆　先進国
■　開発途上国
●　世界全体

〈人口に対する
携帯電話の契約件数〉

〈インターネットに
接続している人の割合〉

◆　先進国
■　開発途上国
●　世界全体

先進国の８割、途上国では
４割がインターネットに接続している！

全世界の携帯電話の契約件数を人口で割ると、
一人当たりはほぼ1台。
先進国では1.27台、途上国でも0.94台

ネットワーク整備が順調に進展
するアジアでも、一部の国で整
備の遅れが見られるアフリカではネットワーク整備

の遅れが目立つ一方で、携帯
電話の普及が著しい

中南米では、人口の半分が
まだインターネットに接続
できていないが、今後、急速
に普及すると見られる

と
の
不
安
が
広
が
っ
た
２
０
０
０
年
問

題
と
、
翌
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
を
契
機
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
経
済
活
動

が
破
綻
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
さ
ら
に

は
国
民
の
命
が
脅
か
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
認
識
が
国
際
的
に
高
ま
り

ま
し
た
」
と
村
井
教
授
。
こ
う
し
た
対

策
は
途
上
国
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
た

め
、
日
本
は
専
門
家
の
派
遣
や
研
修
な

ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
先
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
行

政
機
関
の
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
に
な

る
は
ず
だ
と
予
想
す
る
村
井
教
授
は
、

日
本
の
自
治
体
が
行
っ
た
好
事
例
と
し

て
徳
島
県
の
取
り
組
み
を
挙
げ
る
。「
約

10
年
前
、
徳
島
県
は
糖
尿
病
死
亡
率
が

全
国
最
下
位
で
し
た
が
、
そ
の
原
因
を

分
析
す
る
中
で
、
県
内
の
自
動
車
登
録

台
数
が
人
口
よ
り
多
い
と
い
う
統
計
デ

ー
タ
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

先
進
国
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
途
上
国
で
も
急
速
に
整
備
が
進
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。

そ
れ
で
も
、
世
界
の
過
半
数
の
40
億
人
が
ま
だ
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
て
い
な
い
。

先
進
国
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
途
上
国
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
、
携
帯
電
話
が
変
え
つ
つ
あ
る
。

誰
で
も
、
ど
こ
で
も

世
界
で
進
む
I
C
T
の
活
用

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
国
や
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
や
衛
星
、
さ
ら
に
は
電
線
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
通
信
手
段
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
多
く
の
島
を
擁
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
大
規
模
な
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
導
入
が
難
し
い
た
め
、
村
に

よ
っ
て
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
経
由
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
。「
中
華
鍋
や
塩
の
缶
な
ど
現
地
で

手
に
入
る
物
と
、
無
線
に
必
要
な
機
材

を
組
み
合
わ
せ
た
即
席
の
中
継
機
を
数

キ
ロ
ご
と
に
設
置
す
れ
ば
、
村
全
体
を

カ
バ
ー
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
富
裕
層

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
衆
を
巻
き
込

ん
で
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た

構
造
に
よ
る
面
が
大
き
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
」
と
村
井
教
授
は
話
す
。

　
近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
波
は
、
医
療
、
教

育
、
防
災
、
農
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
日
本
は
２
０

０
３
年
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）大

綱
の
中
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の
協
力
を
持

続
的
成
長
の
た
め
の
支
援
の
一
環
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、
実
際
に
国
際
協

力
の
現
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
事
例
が

増
え
て
い
る
。
村
井
教
授
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
や
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
享
受

で
き
る
仕
組
み
を
作
る
た
め
に
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
有
効
だ
と
話
す
。「
例
え

ば
、
途
上
国
の
キ
オ
ス
ク
に
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
所
も
あ

り
、
健
康
に
関
す
る
情
報
な
ど
に
誰
で

も
無
料
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
」

　
一
方
で
、
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
、
そ
し
て
情
報
を
ど
う
管
理
し
て

い
く
の
か
、
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。「
今
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
誤
作
動
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い

　
２
０
１
７
年
が
始
ま
っ
た
。
元
日
の

朝
は
、
ポ
ス
ト
に
届
く
年
賀
状
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
新
年
を
迎
え
る

そ
の
瞬
間
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
家
族
や
友
人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
に
い
て
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

　「
１
９
８
０
年
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
〝
世
界
中
の
大
学
を
つ
な
ぐ
〞
と

い
う
学
問
の
世
界
か
ら
始
ま
っ
た
た

め
、
初
め
か
ら
国
境
の
概
念
は
な
か
っ

た
の
で
す
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
、

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
に
尽
力
し
て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
・

環
境
情
報
学
部
長
の
村
井
純
教
授
だ
。

大
学
同
士
で
の
論
文
の
共
有
な
ど
か
ら

始
ま
り
、
今
や
文
字
だ
け
で
な
く
、
映

新
年
の
あ
い
さ
つ
に
も

生
活
に
浸
透
す
る
I
C
T

像
や
音
声
、
位
置
情
報
ま
で
も
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

簡
単
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、
S
N
S
、
動

画
配
信
、
電
子
書
籍
と
い
っ
た
I
C
T

を
活
用
し
た
多
く
の
産
業
や
サ
ー
ビ
ス

が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
際
電
気
通
信
連
合
の
調
査
に
よ
る

と
、
先
進
国
で
は
人
口
の
約
８
割
、
開

発
途
上
国
で
は
約
４
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
と
い
う
。
先
進

国
に
比
べ
る
と
差
は
あ
る
が
、
途
上
国

で
も
急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
背
景

に
つ
い
て
、
村
井
教
授
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
持
つ
〝
誰
で
も
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
〞
を
挙
げ
る
。「
ま
ず
、
デ

ジ
タ
ル
機
器
が
以
前
に
比
べ
て
格
段
に

安
く
な
っ
て
い
て
、
中
国
製
な
ど
の
格

安
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
途
上
国
で

も
利
用
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
モ
バ
イ
ル
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
モ

バ
イ
ル
機
器
を
使
用
し
た
高
速
無
線
通

信
サ
ー
ビ
ス
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
通

信
コ
ス
ト
も
大
き
く
下
が
り
ま
し
た
」

編集協力：慶應義塾大学 環境情報学部 学部長 村井純教授

広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、課
題
と
可
能
性
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ボツワナ

徳
島
県
は
県
民
に
対
し
て
万
歩
計
を
配

り
日
常
的
に
歩
く
よ
う
に
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
糖
尿
病
の
患
者
数

が
大
幅
に
減
っ
た
の
で
す
」。
こ
れ
は
、
健

康
対
策
と
交
通
対
策
の
担
当
部
署
が
、

業
務
の
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
た
好
事

例
だ
が
、
そ
の
〝
つ
な
ぎ
役
〞
を
果
た

し
た
の
が
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
だ
。

「
あ
る
役
所
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
が
、

別
の
国
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
糸
口
と
な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
世
界
の
課
題
を
、
ど
の
知
恵
で
、

ど
の
技
術
で
解
決
で
き
る
の
か
を
考
え

る
た
め
に
、
国
を
越
え
て
最
適
な
力
を

合
わ
せ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る―

―

こ

こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
命
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」
と
村
井
教
授
は
語
る
。

　
新
し
い
未
来
を
切
り
開
く
力
に―

―

。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
は
さ
ら
な
る
広
が
り

を
見
せ
そ
う
だ
。

飛
躍
〜
未
来
へ
の
テ
イ
ク
オ
フ

「
情
報
技
術（
I
T
）」
に
代
わ
り
、
最
近
で
は
、
通
信
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
加
味
し
た

「
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
中
の
人
々
と
の
交
流
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
I
C
T
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を
秘
め
て
い
る
。
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■ ネットワークの環境整備状況
世界経済フォーラム調べ（2015年）

■ インターネットと携帯電話の普及状況
国際電気通信連合調べ（2016年は予想値）

日本方式の
地デジを
採用した国

■ 進んでいる
■
■
■ 遅れている

日ごろのニュースから災害などの緊急警報まで、
多くの人に情報を届けるためには、携帯電話の
活用が鍵になる。世界の地上波デジタル放送
（地デジ）の中で、日本は唯一、携帯向けのテレ
ビ放送（ワンセグ）や緊急警報放送を組み込む
システムを採用しており、中南米を中心に採用す
る国が増えている。

携帯でテレビや警報を！
日本の地デジが広げる可能性

◆　先進国
■　開発途上国
●　世界全体

〈人口に対する
携帯電話の契約件数〉

〈インターネットに
接続している人の割合〉

◆　先進国
■　開発途上国
●　世界全体

先進国の８割、途上国では
４割がインターネットに接続している！

全世界の携帯電話の契約件数を人口で割ると、
一人当たりはほぼ1台。
先進国では1.27台、途上国でも0.94台

ネットワーク整備が順調に進展
するアジアでも、一部の国で整
備の遅れが見られるアフリカではネットワーク整備

の遅れが目立つ一方で、携帯
電話の普及が著しい

中南米では、人口の半分が
まだインターネットに接続
できていないが、今後、急速
に普及すると見られる

と
の
不
安
が
広
が
っ
た
２
０
０
０
年
問

題
と
、
翌
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
を
契
機
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
経
済
活
動

が
破
綻
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
さ
ら
に

は
国
民
の
命
が
脅
か
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
認
識
が
国
際
的
に
高
ま
り

ま
し
た
」
と
村
井
教
授
。
こ
う
し
た
対

策
は
途
上
国
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
た

め
、
日
本
は
専
門
家
の
派
遣
や
研
修
な

ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
先
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
行

政
機
関
の
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
に
な

る
は
ず
だ
と
予
想
す
る
村
井
教
授
は
、

日
本
の
自
治
体
が
行
っ
た
好
事
例
と
し

て
徳
島
県
の
取
り
組
み
を
挙
げ
る
。「
約

10
年
前
、
徳
島
県
は
糖
尿
病
死
亡
率
が

全
国
最
下
位
で
し
た
が
、
そ
の
原
因
を

分
析
す
る
中
で
、
県
内
の
自
動
車
登
録

台
数
が
人
口
よ
り
多
い
と
い
う
統
計
デ

ー
タ
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

先
進
国
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
途
上
国
で
も
急
速
に
整
備
が
進
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。

そ
れ
で
も
、
世
界
の
過
半
数
の
40
億
人
が
ま
だ
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
て
い
な
い
。

先
進
国
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
途
上
国
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
、
携
帯
電
話
が
変
え
つ
つ
あ
る
。

誰
で
も
、
ど
こ
で
も

世
界
で
進
む
I
C
T
の
活
用

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
国
や
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
や
衛
星
、
さ
ら
に
は
電
線
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
通
信
手
段
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
多
く
の
島
を
擁
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
大
規
模
な
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
導
入
が
難
し
い
た
め
、
村
に

よ
っ
て
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
経
由
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
。「
中
華
鍋
や
塩
の
缶
な
ど
現
地
で

手
に
入
る
物
と
、
無
線
に
必
要
な
機
材

を
組
み
合
わ
せ
た
即
席
の
中
継
機
を
数

キ
ロ
ご
と
に
設
置
す
れ
ば
、
村
全
体
を

カ
バ
ー
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
富
裕
層

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
衆
を
巻
き
込

ん
で
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た

構
造
に
よ
る
面
が
大
き
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
」
と
村
井
教
授
は
話
す
。

　
近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
波
は
、
医
療
、
教

育
、
防
災
、
農
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
日
本
は
２
０

０
３
年
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）大

綱
の
中
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の
協
力
を
持

続
的
成
長
の
た
め
の
支
援
の
一
環
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、
実
際
に
国
際
協

力
の
現
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
事
例
が

増
え
て
い
る
。
村
井
教
授
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
や
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
享
受

で
き
る
仕
組
み
を
作
る
た
め
に
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
有
効
だ
と
話
す
。「
例
え

ば
、
途
上
国
の
キ
オ
ス
ク
に
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
所
も
あ

り
、
健
康
に
関
す
る
情
報
な
ど
に
誰
で

も
無
料
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
」

　
一
方
で
、
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
、
そ
し
て
情
報
を
ど
う
管
理
し
て

い
く
の
か
、
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。「
今
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
誤
作
動
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い

　
２
０
１
７
年
が
始
ま
っ
た
。
元
日
の

朝
は
、
ポ
ス
ト
に
届
く
年
賀
状
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
新
年
を
迎
え
る

そ
の
瞬
間
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
家
族
や
友
人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
に
い
て
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

　「
１
９
８
０
年
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
〝
世
界
中
の
大
学
を
つ
な
ぐ
〞
と

い
う
学
問
の
世
界
か
ら
始
ま
っ
た
た

め
、
初
め
か
ら
国
境
の
概
念
は
な
か
っ

た
の
で
す
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
、

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
に
尽
力
し
て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
・

環
境
情
報
学
部
長
の
村
井
純
教
授
だ
。

大
学
同
士
で
の
論
文
の
共
有
な
ど
か
ら

始
ま
り
、
今
や
文
字
だ
け
で
な
く
、
映

新
年
の
あ
い
さ
つ
に
も

生
活
に
浸
透
す
る
I
C
T

像
や
音
声
、
位
置
情
報
ま
で
も
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

簡
単
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、
S
N
S
、
動

画
配
信
、
電
子
書
籍
と
い
っ
た
I
C
T

を
活
用
し
た
多
く
の
産
業
や
サ
ー
ビ
ス

が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
際
電
気
通
信
連
合
の
調
査
に
よ
る

と
、
先
進
国
で
は
人
口
の
約
８
割
、
開

発
途
上
国
で
は
約
４
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
と
い
う
。
先
進

国
に
比
べ
る
と
差
は
あ
る
が
、
途
上
国

で
も
急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
背
景

に
つ
い
て
、
村
井
教
授
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
持
つ
〝
誰
で
も
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
〞
を
挙
げ
る
。「
ま
ず
、
デ

ジ
タ
ル
機
器
が
以
前
に
比
べ
て
格
段
に

安
く
な
っ
て
い
て
、
中
国
製
な
ど
の
格

安
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
途
上
国
で

も
利
用
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
モ
バ
イ
ル
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
モ

バ
イ
ル
機
器
を
使
用
し
た
高
速
無
線
通

信
サ
ー
ビ
ス
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
通

信
コ
ス
ト
も
大
き
く
下
が
り
ま
し
た
」

編集協力：慶應義塾大学 環境情報学部 学部長 村井純教授

広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、課
題
と
可
能
性

特集 情報通信技術（ICT） 
飛躍～未来へのテイクオフ

アルゼンチン

ベネズエラ

チリ

ペルー
ブラジル

ボリビア

パラグアイ

コスタリカ

エクアドル

ウルグアイ

グアテマラ

ニカラグア

ホンジュラス

スリランカ

フィリピン

モルディブ

ボツワナ

徳
島
県
は
県
民
に
対
し
て
万
歩
計
を
配

り
日
常
的
に
歩
く
よ
う
に
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
糖
尿
病
の
患
者
数

が
大
幅
に
減
っ
た
の
で
す
」。
こ
れ
は
、
健

康
対
策
と
交
通
対
策
の
担
当
部
署
が
、

業
務
の
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
た
好
事

例
だ
が
、
そ
の
〝
つ
な
ぎ
役
〞
を
果
た

し
た
の
が
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
だ
。

「
あ
る
役
所
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
が
、

別
の
国
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
糸
口
と
な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
世
界
の
課
題
を
、
ど
の
知
恵
で
、

ど
の
技
術
で
解
決
で
き
る
の
か
を
考
え

る
た
め
に
、
国
を
越
え
て
最
適
な
力
を

合
わ
せ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る―

―

こ

こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
命
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」
と
村
井
教
授
は
語
る
。

　
新
し
い
未
来
を
切
り
開
く
力
に―

―

。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
は
さ
ら
な
る
広
が
り

を
見
せ
そ
う
だ
。

飛
躍
〜
未
来
へ
の
テ
イ
ク
オ
フ

「
情
報
技
術（
I
T
）」
に
代
わ
り
、
最
近
で
は
、
通
信
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
加
味
し
た

「
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
中
の
人
々
と
の
交
流
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
I
C
T
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を
秘
め
て
い
る
。

©Blend Images /amanaimages

特集 情報通信技術（ICT）

15.8％

33.9％

47.1％

99.7％

05　                   January 2017 January 2017                       04

07　                   January 2017 January 2017                       06



　　
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は

ど
の
病
院
に
行
く
か
決
め
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
家
や
職
場
か
ら
一
番
近
い
病
院

ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み

の
一
つ
。
現
在
、
８
０
０
近
く
の
医
療

施
設
、
３
万
３
０
０
０
人
以
上
の
住
民

が
登
録
し
て
い
る
。

　
こ
の
仕
組
み
を
、
他
の
国
で
も
活
用

で
き
な
い
か
。
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
携

わ
っ
た
株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
導
入
を
試
み
て
い
る
の
が
ベ
ト
ナ

ム
だ
。
同
国
で
は
医
療
水
準
の
地
域
格

差
が
激
し
く
、
特
に
地
方
で
は
中
核
と

な
る
大
病
院
に
患
者
が
集
中
し
て
い

る
。
身
近
な
公
的
医
療
機
関
の
医
師
や

医
療
設
備
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
住
民
に
行
き
渡

っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
北
中
部
の
ゲ
ア
ン

省
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ベ

ト
ナ
ム
独
立
活
動
家
を
数
多
く
輩
出
し

た
地
だ
。厳
し
い
気
候
風
土
で
知
ら
れ
、

か
つ
て
は
貧
し
い
農
業
地
帯
だ
っ
た

が
、
近
年
で
は
省
都
ビ
ン
市
の
港
や
ラ

オ
ス
国
境
を
通
じ
た
国
際
貿
易
の
要
所

と
し
て
経
済
発
展
が
続
き
、
開
発
も
順

調
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
ビ
ン
市
の
人
口

は
45
万
人
間
近
で
、
質
の
高
い
安
定
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
確
立
は

重
要
な
課
題
だ
。

　
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
永
瀬
知
洋

さ
ん
は
、
現
在
、
ビ
ン
市
で
ベ
ト
ナ
ム

版
「
M
a
m
e-

N
E
T
」
の
普
及
実

証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
初
は

医
療
関
係
者
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高

い
と
は
い
え
ず
、
ネ
ッ
ト
環
境
そ
の
も

の
も
完
全
に
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
実
証
事
業
で
協
力
し
て
く
れ
て

い
る
現
地
機
関
な
ど
の
働
き
掛
け
に
よ

っ
て
、
参
加
医
療
機
関
に
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療
デ
ー
タ

や
帳
簿
の
電
子
化
な
ど
、
業
務
量
の
低

減
に
つ
な
が
る
作
業
を
積
極
的
に
導

入
。
そ
の
結
果
、
情
報
が
迅
速
、
か
つ

正
確
に
他
の
医
療
機
関
と
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
医
療
行

政
に
お
い
て
も
掲
示
板
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

進
み
、書
類
で
の
や
り
取
り
が
減
っ
た
。

永
瀬
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
よ
っ

て
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

が
患
者
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
医
療
デ
ー
タ
の
電
子
化

が
生
ん
だ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
上
で
詳
細
を
入
力
す
る
た
め
、
手
書

き
の
と
き
の
よ
う
に
「
字
が
汚
く
て
読

め
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た

の
だ
。
デ
ー
タ
を
使
っ
て
統
計
分
析
を

行
う
こ
と
も
簡
単
に
な
っ
た
た
め
、
事

務
作
業
の
担
当
者
か
ら
は
業
務
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
こ
の
春
に
行
っ
た
報
告
会
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
各
地
の
医
療
関
係
者
が
自
分
た

ち
の
省
へ
の
導
入
に
興
味
を
示
し
た
と

い
う
「
M
a
m
e-

N
E
T
」。
少
し
で

も
多
く
の
人
に
、
よ
り
適
切
な
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

今
後
は
ゲ
ア
ン
省
だ
け
で
な
く
ベ
ト
ナ

ム
全
体
や
、
近
隣
諸
国
へ
の
導
入
も
目

指
し
て
い
く
。

診療所の定期検診に集まった親子たち。医療サービスへのアクセス
向上は、発展を続けるベトナムにとって重要な課題だ

ベトナムの病院職員たちとの意見交換。システムの導入により、仕事が楽になり、患者対応により多くの時間を割けるよ
うになったという意見が多い

　
日
本
で
は
、
小
さ
な
診
療
所
で
も
た

い
て
い
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
機
な
ど
の

検
査
機
材
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

先
進
国
も
含
め
て
、
世
界
で
は
大
病
院

以
外
が
院
内
に
検
査
機
材
を
導
入
し
て

い
る
こ
と
は
ま
れ
だ
。
そ
の
た
め
、
診

療
所
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
必
要
に
な

っ
た
ら
、
検
査
専
門
の
医
療
施
設
に
出

向
い
て
撮
影
し
て
も
ら
う
こ
と
が
多

い
。
そ
の
後
、
現
像
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム

が
病
院
に
届
く
の
を
待
っ
て
、
改
め
て

診
察
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
診

断
に
時
間
が
か
か
る
の
が
、
大
き
な
課

題
だ
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
シ

ス
テ
ム
を
世
界
各
地
で
提
供
し
て
い
る

の
が
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
だ
。

　
も
と
も
と
写
真
フ
ィ
ル
ム
だ
け
で
な

く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
用
の
フ
ィ
ル
ム
な
ど

も
製
造
し
て
い
た
富
士
フ
イ
ル
ム
。
画

像
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
世

界
に
先
駆
け
て
医
用
画
像
情
報
シ
ス
テ

ム
の
販
売
を
始
め
、
現
在
は
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
で
も
有
数
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
。
中
で
も
、
撮
影
デ
ー
タ
か
ら
３
D

画
像
を
作
成
し
、
組
織
の
色
分
け
や
切

除
手
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え

る
機
能
は
、
医
療
の
最
先
端
で
医
師
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
シ
ス
テ
ム
を
、

ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
で

普
及
さ
せ
る
実
験
が
始
ま
っ
た
。
中
心

と
な
る
の
は
、同
国
有
数
の
医
療
施
設
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
附
属
病
院
だ
。

　
日
本
の
22
倍
以
上
の
広
大
な
土
地
に

２
億
１
０
０
０
万
人
近
く
が
住
む
ブ
ラ

ジ
ル
。
人
口
の
多
く
は
都
市
部
に
集
中

し
、
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
は
地
元
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
て
い
る
。「
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
医
用
画
像
の
電
子
化
が
遅
れ

て
い
ま
し
た
が
、
検
査
施
設
で
当
社
の

小
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
肥
満

率
が
高
く
、
今
後
は
生
活
習
慣
病
が
課

題
と
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
た
め
、

画
像
診
断
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
見
て

い
ま
す
。
当
社
に
と
っ
て
有
望
な
市
場

で
す
」
と
話
す
の
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
事
業

部
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
の
山
川
直

也
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。

　
医
用
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、

検
査
施
設
は
撮
影
し
た
画
像
を
即
座
に

医
師
の
元
に
転
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
画
像
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ

ブ
化
し
、
保
存
す
る
こ
と
で
、
過
去
の

画
像
を
い
つ
で
も
参
照
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
病
院
間
で
の
画
像
の
送
受
信
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
た
め
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
附
属
病
院
な
ど
の
中
核
病
院
か
ら

地
元
の
診
療
所
へ
の
転
院
な
ど
も
し
や

す
く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
C
T
ス
キ
ャ

ン
な
ど
で
得
ら
れ
る
複
数
の
画
像
か
ら

３
D
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
治
療
に
生
か

す
こ
と
も
可
能
だ
。

　
今
回
の
実
験
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
附
属
病
院
に
加
え
て
、
同
市
内
の
サ

ン
タ
ク
ル
ス
病
院
や
、
３
０
０
０
キ
ロ

離
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
ア
マ
ゾ
ニ
ア

病
院
も
参
加
し
て
い
る
。
３
０
０
０
キ

ロ
と
い
え
ば
、
日
本
列
島
を
北
東
か
ら

南
西
ま
で
真
っ
直
ぐ
結
ん
だ
距
離
に
等

し
い
。
三
つ
の
病
院
が
互
い
に
デ
ー
タ

を
共
有
し
、
定
期
的
に
画
像
診
断
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
大
学
附
属
病
院
の
高
い
診
断
能
力

を
よ
り
多
く
の
患
者
、
よ
り
遠
く
の
場

所
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
山

川
さ
ん
は
見
て
い
る
。

　
実
は
、
地
域
の
中
堅
医
療
施
設
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

院
や
ア
マ
ゾ
ニ
ア
病
院
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

全
土
に
１
５
０
万
人
以
上
い
る
日
系
人

が
作
っ
た
〝
日
系
病
院
〞
だ
。「
２
０

１
５
年
に
開
催
し
た
日
系
社
会
支
援
セ

ミ
ナ
ー
で
来
日
し
た
両
病
院
の
医
師
た

ち
が
、
当
社
の
製
品
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
分
野
の
I
T
技
術
に
強
い
関
心
を

示
し
た
こ
と
も
、
今
回
の
実
証
実
験
の

背
景
の
一
つ
で
す
」
と
、
同
社
ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業
推
進
室
の
齊
藤
博
之
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
話
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
の
変

化
を
見
据
え
、
長
期
的
な
視
野
で
画
像

情
報
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
回
の
実
験
は
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。

　
遠
隔
地
で
画
像
診
断
な
ど
を
使
っ
て

病
気
の
診
断
を
受
け
、
薬
や
よ
り
詳
細

カ
ル
テ
や
検
査
結
果
を
共
有

ど
の
病
院
で
も
情
報
を
活
用

医
師
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
の
目

デ
ー
タ
通
信
で
す
ば
や
く
共
有

必
要
な
薬
を
迅
速
に
届
け
る

自
動
操
縦
の
小
型
飛
行
機

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

　
ザ
ン
ビ
ア
で
は
６
人
に
１
人
が
Ｈ
Ｉ

Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
見
ら

れ
て
お
り
、
２
０
０
５
年
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
治
療
が
無
償
化
さ
れ
て
、
多

く
の
国
民
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
恩
恵
は
農
村
部
ま

で
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
同
社

が
開
発
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
の
航
行
速

度
は
最
大
時
速
１
３
０
キ
ロ
で
、
１
・

５
キ
ロ
の
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
航
行
ル
ー
ト
を
入
力
す

れ
ば
自
動
で
目
的
地
ま
で
飛
ん
で
い
く

た
め
、
車
と
違
っ
て
運
転
手
が
悪
路
を

走
る
よ
う
な
手
間
が
か
か
ら
な
い
。Ｈ

Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
キ
ッ
ト
や
治
療

の
た
め
の
薬
な
ど
を
、
都
市
部
か
ら
離

れ
た
医
療
拠
点
に
必
要
な
だ
け
運
ぶ
に

は
も
っ
て
こ
い
だ
。

　「
ア
フ
リ
カ
で
固
定
翼
型
ド
ロ
ー
ン

の
運
用
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
ア
フ
リ

カ
の
医
療
環
境
の
改
善
に
役
立
つ
だ
け

で
な
く
、
日
本
で
も
遠
隔
地
や
災
害
発

生
時
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
流
通
網

構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
嶋
田
さ
ん
は
話
す
。

「
そ
の
た
め
に
も
、
航
空
法
な
ど
き
ち

ん
と
し
た
管
理
の
枠
組
み
を
作
り
、
ま

ず
は
ザ
ン
ビ
ア
、
将
来
的
に
は
周
辺
の

国
で
も
安
心
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
せ

る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
」

　
先
端
技
術
が
世
界
の
医
療
事
情
を
変

え
、
回
り
ま
わ
っ
て
日
本
の
医
療
を
変

え
る
。
そ
ん
な
循
環
の
可
能
性
が
、
少

し
ず
つ
芽
吹
き
始
め
て
い
る
。

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

な
診
断
の
た
め
の
検
査
キ
ッ
ト
が
必
要

に
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
必
要
な

薬
や
検
査
キ
ッ
ト
が
手
元
に
な
か
っ
た

ら
、
さ
ら
な
る
検
査
も
、
治
療
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
ん
な
課
題
に

対
し
て
、
エ
ア
ロ
セ
ン
ス
株
式
会
社
が

出
し
た
答
え
が
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
だ
。

　「
大
き
く
分
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
複
数
の
ロ
ー

タ
ー
を
持
ち
、
繊
細
な
動
き
に
対
応
で

き
る
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
と
、
精
度
で

は
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
に
劣
り
ま
す
が

高
速
で
長
距
離
を
航
行
で
き
る
固
定
翼

タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
」。
同
社

の
嶋
田
悟
取
締
役
は
そ
う
説
明
し
て
く

れ
た
。「
私
た
ち
は
現
在
、
固
定
翼
タ

イ
プ
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
、
ア
フ
リ

カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
検
査
薬
な
ど
を
迅
速

に
診
療
所
に
届
け
る
事
業
に
取
り
掛
か

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ド
ロ
ー
ン
は
、

マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
の
よ
う
に
垂
直
離

着
陸
が
で
き
る
た
め
、
普
通
の
固
定
翼

型
と
違
っ
て
滑
走
路
が
必
要
な
い
の
も

強
み
で
す
」

　
嶋
田
さ
ん
は
か
つ
て
ケ
ニ
ア
に
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
測
量
、
点
検
、
観
測
、
物

流
を
手
掛
け
る
同
社
の
設
立
後
、
ザ
ン

ビ
ア
の
事
情
に
詳
し
い
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
医
療
協
力
局
の
臨
床
検
査
技
師
、
橋

本
尚
文
さ
ん
か
ら
医
療
分
野
で
の
活
用

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
だ
。

に
行
く
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
院
に
飛
び
込
む
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
も
し
、
い

つ
も
通
っ
て
い
る
病
院
が
休
み
だ
と
し

た
ら
？

　
病
歴
は
、
患
者
の
診
察
に
際
し
て
重

要
な
情
報
だ
が
、
い
つ
も
医
者
の
手
元

に
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ

ル
テ
や
検
査
結
果
な
ど
を
地
域
の
医
療

施
設
の
間
で
共
有
し
、
現
在
の
診
療
に

役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
、
日
本

国
内
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
島
根
県
の
医
療
機
関
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ま
め
ネ
ッ
ト
」
だ
。

　
島
根
県
で
は
県
庁
所
在
地
の
松
江
市

や
大
学
病
院
の
あ
る
出
雲
市
に
医
療
施

設
が
集
中
す
る
一
方
、
山
間
部
や
離
島

を
中
心
に
医
師
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

病
院
を
超
え
て
カ
ル
テ
や
検
査
結
果
、

投
薬
歴
を
共
有
す
る
ま
め
ネ
ッ
ト
は
、

県
全
域
で
よ
り
安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ

健
康
を
、ど
こ
に
い
て
も

サンパウロ大学附属病院放射線科のスタッフ。ブラジル最大都市の中
核医療施設として、現地の人々の健康を背負っている

サンパウロ大学附属病院の待合室。患者が多く集まり、待ち時間も長い

悪路の多いザンビアで、空路を使って
迅速に医療資材を流通できれば、医療
事情も大きく変わる

地域住民が最寄りの診療所で受診すると、診察データは全てパソコン
に入力され、電子化される。転院先でも、医療スタッフが正確なデータ
をいつでも参照できる

に活用！

ICTを
医療

日
本
全
国
に
は
約
18
万
の
医
療
施
設
が
あ
り
、適
切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に

　

情
報
を
共
有
す
る
紹
介
状
や
お
薬
手
帳
な
ど
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
電
子
カ
ル
テ
な
ど
、I
C
T
を
駆
使
し
た
情
報
共
有
も
進
む
。

こ
う
し
た
技
術
で
途
上
国
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
、

日
本
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

エアロセンスが開発中の固定翼型ドローン。マルチコプターと同様、滑走路を必要としない垂直
離着陸機（VTOL機）だ
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病
気
に
か
か
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は

ど
の
病
院
に
行
く
か
決
め
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
家
や
職
場
か
ら
一
番
近
い
病
院

ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み

の
一
つ
。
現
在
、
８
０
０
近
く
の
医
療

施
設
、
３
万
３
０
０
０
人
以
上
の
住
民

が
登
録
し
て
い
る
。

　
こ
の
仕
組
み
を
、
他
の
国
で
も
活
用

で
き
な
い
か
。
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
携

わ
っ
た
株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
導
入
を
試
み
て
い
る
の
が
ベ
ト
ナ

ム
だ
。
同
国
で
は
医
療
水
準
の
地
域
格

差
が
激
し
く
、
特
に
地
方
で
は
中
核
と

な
る
大
病
院
に
患
者
が
集
中
し
て
い

る
。
身
近
な
公
的
医
療
機
関
の
医
師
や

医
療
設
備
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
住
民
に
行
き
渡

っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
北
中
部
の
ゲ
ア
ン

省
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ベ

ト
ナ
ム
独
立
活
動
家
を
数
多
く
輩
出
し

た
地
だ
。厳
し
い
気
候
風
土
で
知
ら
れ
、

か
つ
て
は
貧
し
い
農
業
地
帯
だ
っ
た

が
、
近
年
で
は
省
都
ビ
ン
市
の
港
や
ラ

オ
ス
国
境
を
通
じ
た
国
際
貿
易
の
要
所

と
し
て
経
済
発
展
が
続
き
、
開
発
も
順

調
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
ビ
ン
市
の
人
口

は
45
万
人
間
近
で
、
質
の
高
い
安
定
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
確
立
は

重
要
な
課
題
だ
。

　
テ
ク
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
永
瀬
知
洋

さ
ん
は
、
現
在
、
ビ
ン
市
で
ベ
ト
ナ
ム

版
「
M
a
m
e-

N
E
T
」
の
普
及
実

証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
初
は

医
療
関
係
者
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高

い
と
は
い
え
ず
、
ネ
ッ
ト
環
境
そ
の
も

の
も
完
全
に
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
実
証
事
業
で
協
力
し
て
く
れ
て

い
る
現
地
機
関
な
ど
の
働
き
掛
け
に
よ

っ
て
、
参
加
医
療
機
関
に
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療
デ
ー
タ

や
帳
簿
の
電
子
化
な
ど
、
業
務
量
の
低

減
に
つ
な
が
る
作
業
を
積
極
的
に
導

入
。
そ
の
結
果
、
情
報
が
迅
速
、
か
つ

正
確
に
他
の
医
療
機
関
と
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
医
療
行

政
に
お
い
て
も
掲
示
板
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

進
み
、書
類
で
の
や
り
取
り
が
減
っ
た
。

永
瀬
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
よ
っ

て
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

が
患
者
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
医
療
デ
ー
タ
の
電
子
化

が
生
ん
だ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
上
で
詳
細
を
入
力
す
る
た
め
、
手
書

き
の
と
き
の
よ
う
に
「
字
が
汚
く
て
読

め
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た

の
だ
。
デ
ー
タ
を
使
っ
て
統
計
分
析
を

行
う
こ
と
も
簡
単
に
な
っ
た
た
め
、
事

務
作
業
の
担
当
者
か
ら
は
業
務
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
こ
の
春
に
行
っ
た
報
告
会
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
各
地
の
医
療
関
係
者
が
自
分
た

ち
の
省
へ
の
導
入
に
興
味
を
示
し
た
と

い
う
「
M
a
m
e-

N
E
T
」。
少
し
で

も
多
く
の
人
に
、
よ
り
適
切
な
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

今
後
は
ゲ
ア
ン
省
だ
け
で
な
く
ベ
ト
ナ

ム
全
体
や
、
近
隣
諸
国
へ
の
導
入
も
目

指
し
て
い
く
。

診療所の定期検診に集まった親子たち。医療サービスへのアクセス
向上は、発展を続けるベトナムにとって重要な課題だ

ベトナムの病院職員たちとの意見交換。システムの導入により、仕事が楽になり、患者対応により多くの時間を割けるよ
うになったという意見が多い

　
日
本
で
は
、
小
さ
な
診
療
所
で
も
た

い
て
い
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
機
な
ど
の

検
査
機
材
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

先
進
国
も
含
め
て
、
世
界
で
は
大
病
院

以
外
が
院
内
に
検
査
機
材
を
導
入
し
て

い
る
こ
と
は
ま
れ
だ
。
そ
の
た
め
、
診

療
所
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
必
要
に
な

っ
た
ら
、
検
査
専
門
の
医
療
施
設
に
出

向
い
て
撮
影
し
て
も
ら
う
こ
と
が
多

い
。
そ
の
後
、
現
像
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム

が
病
院
に
届
く
の
を
待
っ
て
、
改
め
て

診
察
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
診

断
に
時
間
が
か
か
る
の
が
、
大
き
な
課

題
だ
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
シ

ス
テ
ム
を
世
界
各
地
で
提
供
し
て
い
る

の
が
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
だ
。

　
も
と
も
と
写
真
フ
ィ
ル
ム
だ
け
で
な

く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
用
の
フ
ィ
ル
ム
な
ど

も
製
造
し
て
い
た
富
士
フ
イ
ル
ム
。
画

像
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
世

界
に
先
駆
け
て
医
用
画
像
情
報
シ
ス
テ

ム
の
販
売
を
始
め
、
現
在
は
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
で
も
有
数
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
。
中
で
も
、
撮
影
デ
ー
タ
か
ら
３
D

画
像
を
作
成
し
、
組
織
の
色
分
け
や
切

除
手
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え

る
機
能
は
、
医
療
の
最
先
端
で
医
師
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
シ
ス
テ
ム
を
、

ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
で

普
及
さ
せ
る
実
験
が
始
ま
っ
た
。
中
心

と
な
る
の
は
、同
国
有
数
の
医
療
施
設
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
附
属
病
院
だ
。

　
日
本
の
22
倍
以
上
の
広
大
な
土
地
に

２
億
１
０
０
０
万
人
近
く
が
住
む
ブ
ラ

ジ
ル
。
人
口
の
多
く
は
都
市
部
に
集
中

し
、
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
は
地
元
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
て
い
る
。「
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
医
用
画
像
の
電
子
化
が
遅
れ

て
い
ま
し
た
が
、
検
査
施
設
で
当
社
の

小
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
肥
満

率
が
高
く
、
今
後
は
生
活
習
慣
病
が
課

題
と
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
た
め
、

画
像
診
断
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
見
て

い
ま
す
。
当
社
に
と
っ
て
有
望
な
市
場

で
す
」
と
話
す
の
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
事
業

部
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
の
山
川
直

也
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。

　
医
用
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、

検
査
施
設
は
撮
影
し
た
画
像
を
即
座
に

医
師
の
元
に
転
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
画
像
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ

ブ
化
し
、
保
存
す
る
こ
と
で
、
過
去
の

画
像
を
い
つ
で
も
参
照
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
病
院
間
で
の
画
像
の
送
受
信
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
た
め
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
附
属
病
院
な
ど
の
中
核
病
院
か
ら

地
元
の
診
療
所
へ
の
転
院
な
ど
も
し
や

す
く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
C
T
ス
キ
ャ

ン
な
ど
で
得
ら
れ
る
複
数
の
画
像
か
ら

３
D
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
治
療
に
生
か

す
こ
と
も
可
能
だ
。

　
今
回
の
実
験
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
附
属
病
院
に
加
え
て
、
同
市
内
の
サ

ン
タ
ク
ル
ス
病
院
や
、
３
０
０
０
キ
ロ

離
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
ア
マ
ゾ
ニ
ア

病
院
も
参
加
し
て
い
る
。
３
０
０
０
キ

ロ
と
い
え
ば
、
日
本
列
島
を
北
東
か
ら

南
西
ま
で
真
っ
直
ぐ
結
ん
だ
距
離
に
等

し
い
。
三
つ
の
病
院
が
互
い
に
デ
ー
タ

を
共
有
し
、
定
期
的
に
画
像
診
断
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
大
学
附
属
病
院
の
高
い
診
断
能
力

を
よ
り
多
く
の
患
者
、
よ
り
遠
く
の
場

所
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
山

川
さ
ん
は
見
て
い
る
。

　
実
は
、
地
域
の
中
堅
医
療
施
設
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

院
や
ア
マ
ゾ
ニ
ア
病
院
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

全
土
に
１
５
０
万
人
以
上
い
る
日
系
人

が
作
っ
た
〝
日
系
病
院
〞
だ
。「
２
０

１
５
年
に
開
催
し
た
日
系
社
会
支
援
セ

ミ
ナ
ー
で
来
日
し
た
両
病
院
の
医
師
た

ち
が
、
当
社
の
製
品
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
分
野
の
I
T
技
術
に
強
い
関
心
を

示
し
た
こ
と
も
、
今
回
の
実
証
実
験
の

背
景
の
一
つ
で
す
」
と
、
同
社
ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業
推
進
室
の
齊
藤
博
之
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
話
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
の
変

化
を
見
据
え
、
長
期
的
な
視
野
で
画
像

情
報
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
回
の
実
験
は
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。

　
遠
隔
地
で
画
像
診
断
な
ど
を
使
っ
て

病
気
の
診
断
を
受
け
、
薬
や
よ
り
詳
細

カ
ル
テ
や
検
査
結
果
を
共
有

ど
の
病
院
で
も
情
報
を
活
用

医
師
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
の
目

デ
ー
タ
通
信
で
す
ば
や
く
共
有

必
要
な
薬
を
迅
速
に
届
け
る

自
動
操
縦
の
小
型
飛
行
機

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

　
ザ
ン
ビ
ア
で
は
６
人
に
１
人
が
Ｈ
Ｉ

Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
見
ら

れ
て
お
り
、
２
０
０
５
年
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
治
療
が
無
償
化
さ
れ
て
、
多

く
の
国
民
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
恩
恵
は
農
村
部
ま

で
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
同
社

が
開
発
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
の
航
行
速

度
は
最
大
時
速
１
３
０
キ
ロ
で
、
１
・

５
キ
ロ
の
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
航
行
ル
ー
ト
を
入
力
す

れ
ば
自
動
で
目
的
地
ま
で
飛
ん
で
い
く

た
め
、
車
と
違
っ
て
運
転
手
が
悪
路
を

走
る
よ
う
な
手
間
が
か
か
ら
な
い
。Ｈ

Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
キ
ッ
ト
や
治
療

の
た
め
の
薬
な
ど
を
、
都
市
部
か
ら
離

れ
た
医
療
拠
点
に
必
要
な
だ
け
運
ぶ
に

は
も
っ
て
こ
い
だ
。

　「
ア
フ
リ
カ
で
固
定
翼
型
ド
ロ
ー
ン

の
運
用
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
ア
フ
リ

カ
の
医
療
環
境
の
改
善
に
役
立
つ
だ
け

で
な
く
、
日
本
で
も
遠
隔
地
や
災
害
発

生
時
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
流
通
網

構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
嶋
田
さ
ん
は
話
す
。

「
そ
の
た
め
に
も
、
航
空
法
な
ど
き
ち

ん
と
し
た
管
理
の
枠
組
み
を
作
り
、
ま

ず
は
ザ
ン
ビ
ア
、
将
来
的
に
は
周
辺
の

国
で
も
安
心
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
せ

る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
」

　
先
端
技
術
が
世
界
の
医
療
事
情
を
変

え
、
回
り
ま
わ
っ
て
日
本
の
医
療
を
変

え
る
。
そ
ん
な
循
環
の
可
能
性
が
、
少

し
ず
つ
芽
吹
き
始
め
て
い
る
。

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

な
診
断
の
た
め
の
検
査
キ
ッ
ト
が
必
要

に
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
必
要
な

薬
や
検
査
キ
ッ
ト
が
手
元
に
な
か
っ
た

ら
、
さ
ら
な
る
検
査
も
、
治
療
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
ん
な
課
題
に

対
し
て
、
エ
ア
ロ
セ
ン
ス
株
式
会
社
が

出
し
た
答
え
が
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
だ
。

　「
大
き
く
分
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
複
数
の
ロ
ー

タ
ー
を
持
ち
、
繊
細
な
動
き
に
対
応
で

き
る
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
と
、
精
度
で

は
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
に
劣
り
ま
す
が

高
速
で
長
距
離
を
航
行
で
き
る
固
定
翼

タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
」。
同
社

の
嶋
田
悟
取
締
役
は
そ
う
説
明
し
て
く

れ
た
。「
私
た
ち
は
現
在
、
固
定
翼
タ

イ
プ
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
、
ア
フ
リ

カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
検
査
薬
な
ど
を
迅
速

に
診
療
所
に
届
け
る
事
業
に
取
り
掛
か

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ド
ロ
ー
ン
は
、

マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
の
よ
う
に
垂
直
離

着
陸
が
で
き
る
た
め
、
普
通
の
固
定
翼

型
と
違
っ
て
滑
走
路
が
必
要
な
い
の
も

強
み
で
す
」

　
嶋
田
さ
ん
は
か
つ
て
ケ
ニ
ア
に
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
測
量
、
点
検
、
観
測
、
物

流
を
手
掛
け
る
同
社
の
設
立
後
、
ザ
ン

ビ
ア
の
事
情
に
詳
し
い
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
医
療
協
力
局
の
臨
床
検
査
技
師
、
橋

本
尚
文
さ
ん
か
ら
医
療
分
野
で
の
活
用

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
だ
。

に
行
く
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
院
に
飛
び
込
む
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
も
し
、
い

つ
も
通
っ
て
い
る
病
院
が
休
み
だ
と
し

た
ら
？

　
病
歴
は
、
患
者
の
診
察
に
際
し
て
重

要
な
情
報
だ
が
、
い
つ
も
医
者
の
手
元

に
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ

ル
テ
や
検
査
結
果
な
ど
を
地
域
の
医
療

施
設
の
間
で
共
有
し
、
現
在
の
診
療
に

役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
、
日
本

国
内
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
島
根
県
の
医
療
機
関
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ま
め
ネ
ッ
ト
」
だ
。

　
島
根
県
で
は
県
庁
所
在
地
の
松
江
市

や
大
学
病
院
の
あ
る
出
雲
市
に
医
療
施

設
が
集
中
す
る
一
方
、
山
間
部
や
離
島

を
中
心
に
医
師
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

病
院
を
超
え
て
カ
ル
テ
や
検
査
結
果
、

投
薬
歴
を
共
有
す
る
ま
め
ネ
ッ
ト
は
、

県
全
域
で
よ
り
安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ

健
康
を
、ど
こ
に
い
て
も

サンパウロ大学附属病院放射線科のスタッフ。ブラジル最大都市の中
核医療施設として、現地の人々の健康を背負っている

サンパウロ大学附属病院の待合室。患者が多く集まり、待ち時間も長い

悪路の多いザンビアで、空路を使って
迅速に医療資材を流通できれば、医療
事情も大きく変わる

地域住民が最寄りの診療所で受診すると、診察データは全てパソコン
に入力され、電子化される。転院先でも、医療スタッフが正確なデータ
をいつでも参照できる

に活用！

ICTを
医療

日
本
全
国
に
は
約
18
万
の
医
療
施
設
が
あ
り
、適
切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に

　

情
報
を
共
有
す
る
紹
介
状
や
お
薬
手
帳
な
ど
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
電
子
カ
ル
テ
な
ど
、I
C
T
を
駆
使
し
た
情
報
共
有
も
進
む
。

こ
う
し
た
技
術
で
途
上
国
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
、

日
本
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

エアロセンスが開発中の固定翼型ドローン。マルチコプターと同様、滑走路を必要としない垂直
離着陸機（VTOL機）だ
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〝
寺
子
屋
〞ス
タ
イ
ル
の
塾

必
要
な
も
の
は
パ
ソ
コ
ン
だ
け

て
、
日
本
に
比
べ
て
他
の
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
は
明
ら
か
に
反
応
が
い
い
で

す
ね
」。
こ
う
説
明
す
る
の
は
、
株
式

会
社
す
ら
ら
ネ
ッ
ト
の
湯
野
川
孝
彦
社

長
だ
。
同
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
対
話
型
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
「
す

ら
ら
」の
開
発
や
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
で
は
国
語
・
数
学
・
英
語

の
教
材
が
あ
り
、
約
１
１
０
校
の
中
学

校
と
高
校
、
そ
し
て
約
６
３
０
校
の
学

習
塾
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
異
な
る

「
す
ら
ら
」の
特
長
は
、勉
強
が
苦
手
で
、

授
業
に
遅
れ
が
ち
な
子
ど
も
に
向
い
て

い
る
点
だ
と
湯
野
川
社
長
は
話
す
。「
進

捗
に
応
じ
て
ス
テ
ー
タ
ス
が
上
が
っ
た

り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
が
表
示
さ
れ
た
り
と

い
う
ゲ
ー
ム
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

に
合
っ
た
レ
ベ
ル
の
問
題
を
自
動
で
出

題
す
る
ほ
か
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
部
分

を
分
析
・
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」。
湯
野
川
社
長
は
、
こ
う
し
た
特

長
を
持
つ
「
す
ら
ら
」
が
、
基
礎
教
育

の
質
に
課
題
を
抱
え
る
開
発
途
上
国
に

も
通
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

海
外
向
け
ソ
フ
ト
の
開
発
に
乗
り
出
す

こ
と
を
決
意
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
民
間
連
携
事
業
を
活
用

し
、
２
０
１
４
年
に
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
国

が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
だ
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
学
習

塾
市
場
が
成
長
期
を
迎
え

て
お
り
、
日
本
の
よ
う
に

〝
カ
リ
ス
マ
講
師
〞
が
教

え
る
大
手
学
習
塾
も
存
在

す
る
と
い
う
。
同
社
は
、

こ
う
し
た
学
習
塾
に
通
え

な
い
貧
困
層
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、「
す
ら
ら
」

を
活
用
し
た
塾
「Surala 

Juku

」
を
開
校
。
現
地
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

組
織
「
女
性
銀
行
」
と
協

力
し
、
全
国
に
あ
る
女
性

銀
行
支
部
の
空
き
部
屋
な

ど
に
パ
ソ
コ
ン
を
並
べ

て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
通
え
る
教
室
を
作
っ

た
。

　
湯
野
川
社
長
に
、
実
際
に
使
わ
れ
て

い
る
算
数
の
教
材
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
画
面
に
は
先
生
役
の
忍
者
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
１
か
ら
５
ま
で

の
数
字
を
現
地
の
シ
ン
ハ
ラ
語
で
繰
り

返
し
発
音
し
始
め
た
。「
初
め
て
数
を

学
ぶ
子
も
い
る
の
で
、
数
の
概
念
と
数

字
の
形
、
そ
し
て
発
音
を
結
び
付
け
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

例
え
ば
５
は
１
と
４
や
、
２
と
３
に
分

解
で
き
る
こ
と
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
教
え

る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
繰

り
上
が
り
の
あ
る
足
し
算
に
ス
ム
ー
ズ

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
湯

野
川
社
長
は
話
す
。

　
日
本
で
は
小
学
校
高
学
年
以
上
が
対

象
の
教
材
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
低
学

年
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
絵
コ
ン
テ
や

シ
ナ
リ
オ
を
ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た
と
い

う
。
現
在
も
児
童
の
理
解
度
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
教
材
の
改
良
を
続

け
て
い
る
。「
例
え
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で

は
文
章
を
読
み
解
く
力
が
不
足
し
て
い

る
子
ど
も
が
比
較
的
多
い
た
め
、
文
章

問
題
に
は
音
声
ボ
タ
ン
を
付
け
て
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
問
題
を
声
に
出
し
て
読

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
改
良
し
ま
し
た
」

　「Surala Juku

」
の
も
う
一
つ
の
特

長
は
、貧
し
い
地
域
の
女
性
た
ち
を〝
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
〞
と
し
て
育
成
し
、

児
童
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
こ

と
。
子
ど
も
の
基
礎
学
力
向
上
と
女
性

　
　
　
　
　
　
　

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
の

は
、
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
算
数
の

授
業
の
様
子
。
先
生
の
話
を
聞
い
て
い

る
の
は
前
列
に
座
る
数
人
だ
け
で
、
他

の
児
童
は
友
達
と
喋
っ
た
り
、
走
り
回

っ
た
り
、
消
し
ゴ
ム
を
投
げ
た
り
―
―

授
業
は
明
ら
か
に
崩
壊
し
て
い
る
。
し

ば
ら
く
す
る
と
画
面
が
変
わ
り
、
今
度

は
静
か
な
教
室
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
て
黙
々
と
問
題
に
取
り
組
む
児
童
た

ち
が
映
し
出
さ
れ
た
。
こ
の
２
つ
の
映

像
は
、
ど
ち
ら
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
同

じ
小
学
校
の
様
子
だ
。

　「
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
開
発
し
た
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
教
材
を
、
授
業
に
導
入

す
る
前
と
後
の
映
像
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
形
式
の
学
習
に
対
し

児
童
の〝
分
か
る
喜
び
〞と

先
生
の〝
教
え
る
意
欲
〞が
増
大

の
雇
用
創
出
を
同
時
に
実
現
す
る
の
が

狙
い
だ
。
女
性
た
ち
は
、
同
社
が
開
催

す
る
４
日
間
の
事
前
研
修
を
受
け
る
こ

と
で
、
教
務
の
知
識
や
経
験
が
な
く
て

も
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　「Surala Juku

」
の
数
は
順
調
に
増

え
て
お
り
、
こ
の
１
月
に
は
全
国
で
18

校
に
達
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
子
ど
も

の
変
化
に
関
す
る
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
、
７
割
以
上
が
学
校

の
成
績
が
上
が
り
、
９
割
以
上
が
算
数

を
好
き
に
な
っ
た
と
回
答
し
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
に
続
き
15
年
か
ら
事
業

を
行
っ
て
い
る
国
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

だ
。
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
大
学

の
附
属
小
学
校
２
校
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
版
の
「
す
ら
ら
」
を
導
入
し
て
い

る
。
現
地
で
は
日
本
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー

ム
の
人
気
が
高
く
、
冒
頭
の
映
像
が
示

す
通
り
、そ
の
効
果
は
絶
大
だ
と
い
う
。

「
先
生
も
、
授
業
中
の
児
童
の
態
度
や

学
力
の
差
に
問
題
意
識
は
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
う
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
す
ら
ら
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
湯
野
川
社
長
。
今
後
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
も
学
力
の
変
化
な
ど
を
調

査
し
、
将
来
的
に
は
貧
困
層
向
け
の
事

業
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
学
習
法
は
、
途
上
国
の
教
育
問
題

を
打
開
す
る
一
手
と
な
る
か
。
最
先
端

の
教
育
技
術
に
注
目
が
集
ま
る
。

「すらら」を使った数を数える問題に熱中する
スリランカの児童

児童を指導するファシリテーターを養成する研修。今では現地の女性自身が研修の講師も務めている

スリランカの「Surala Juku」スーリヤ・パールワ校。
女性銀行の会員の自宅を教室として使っている

「Surala Ninja!」という名前が付けられたインドネシア語版「すら
ら」。登場するキャラクターの声は現地の声優が担当している

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

使った教材を片付ける児童。挨拶
や手洗いなど、マナーや礼儀につ
いても学んでいる

学
校
に
は
通
え
て
も
、
教
育
の
質
に
問
題
を
抱
え
る
国
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。

最
先
端
の
教
育
技
術
で
、
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
―
―
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
〝
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
〞
の
教
材
を
開
発
す
る
企
業
が
、

日
本
か
ら
世
界
へ
と
挑
戦
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
ぶ
！

最
先
端
教
育
の
可
能
性

に活用！

ICTを
教育
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が
ら
、
災
害
に
対
す
る
都
市
の
脆
弱
性

を
評
価
す
る
モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
。
水
や
地
盤
の
他
、
建
物
か
ら

交
通
事
情
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
収
集
・
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
統
合
し
て
、〝
一
元

的
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
〞
を
作
る
予
定

で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所
の
研
究
者
で
、
工
学

系
研
究
科
社
会
基
盤
学
専
攻
で
准
教
授

を
務
め
る
関
本
義
秀
さ
ん
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政
府
開
発

援
助（
O
D
A
）を
活
用
し
、日
本
と
開

発
途
上
国
の
研
究
機
関
が
気
候
変
動
な

ど
の
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
て

共
同
研
究
を
行
う〝
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
〞

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本

か
ら
は
、
東
京
大
学
を
中
心
に
計
４
大

学
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
は
、
ヤ
ン
ゴ

ン
工
科
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の

大
学
と
研
究
機
関
が
参
加
し
、
分
野
ご

と
に
共
同
研
究
を
進
め
な
が
ら
災
害
対

応
能
力
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
関

本
さ
ん
が
統
括
を
務
め
る
〝
交
通
・
人

の
流
れ
〞
の
分
野
で
は
、
特
に
I
C
T

を
活
用
し
た
研
究
が
進
む
。

　「
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
の
人
の
流
れ
を
把

握
す
る
た
め
に
、
現
地
の
携
帯
電
話
の

通
信
事
業
者
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
郵
電

公
社
か
ら
１
週
間
分
、
人
数
で
４
４
０

万
人
分
の
匿
名
化
さ
れ
た
通
話
履
歴
を

借
り
て
分
析
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ど

の
基
地
局
を
通
じ
て
通
話
し
た
の
か
追

跡
で
き
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
地
図
上

に
そ
れ
ら
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
く
と
、

一
定
時
間
内
の
人
の
移
動
状
況
を
動
画

で
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
関

本
さ
ん
。
加
え
て
、「
人
の
分
布
や
交

通
状
況
の
デ
ー
タ
を
平
時
か
ら
蓄
積
し

て
お
く
こ
と
で
、
緊
急
時
に
迅
速
か
つ

的
確
な
対
策
を
立
て
や
す
く
な
り
ま

す
」と
取
り
組
み
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
関
本
さ
ん
ら
〝
交
通
・
人
の
流
れ
〞

担
当
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
他
に
、
ヤ
ン

ゴ
ン
市
内
を
走
る
バ
ス
数
百
台
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
搭
載
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
バ
ス
の
走
行
状
況
を
確
認
で
き
る

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も

進
め
て
い
る
。「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ス

の
多
く
は
中
古
車
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
常
時
電
源
供

給
に
必
要
な
電
圧
が
確
保
で
き
な
い
な

ど
の
課
題
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今

は
試
験
段
階
で
す
が
、
今
後
、
改
良
を

加
え
な
が
ら
２
０
０
台
を
目
標
に
搭
載

を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
関
本

さ
ん
は
意
気
込
む
。

　
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
事
業
と
し
て
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
と
の
共
同
研
究
で
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ヤ

ン
ゴ
ン
工
科
大
学
土
木
工
学
科
交
通
研

究
室
の
教
授
や
学
生
も
参
加
し
て
い

る
。
従
来
、
同
研
究
室
で
は
実
際
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
授
業
は
な
く
、
理
論

の
学
習
に
終
始
し
て
い
た
が
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
自
国
の
交

通
や
人
の
移
動
状
況
に
関
す
る
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
教
育
や

研
究
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
５
月
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
教
授
と
学
生
を

日
本
に
招
き
、３
週
間
の
研
修
も
実
施
。

彼
ら
は
道
路
管
制
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
０
８
年
５
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

上
陸
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
は
、
10
万
近
く

も
の
人
々
の
命
を
奪
い
、
多
く
の
行
方

不
明
者
を
出
し
た
。
近
年
も
豪
雨
に
よ

る
洪
水
や
地
震
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
発
生
し
、
十
分
な
対
策
が
取
ら
れ

て
い
な
い
同
国
で
は
多
く
の
人
が
被
災

し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
の
民
政
移
管
以
降
、
経

済
自
由
化
の
波
を
受
け
て
ミ
ャ
ン
マ
ー

経
済
は
発
展
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の

反
面
、
急
速
な
開
発
や
都
市
部
へ
の
人

口
集
中
に
伴
い
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
被
害
が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
は
高
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
災
害
に
対
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
危
機
管
理
対
応
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
東
京

大
学
だ
。「
私
た
ち
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
研
究
機
関
や
企
業
な
ど
と
連
携
し
な

災
害
に
強
い
国
を

そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成
も

道
路
や
関
連
設
備
を
遠
隔
で
監
視
・
制

御
す
る
日
本
の
技
術
も
視
察
し
た
。

　
関
本
さ
ん
が
取
り
組
む
〝
交
通
・
人

の
流
れ
〞
を
含
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
最
新
の
I
C
T
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
情
報
が
収
集
・
分
析
さ
れ

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
ヤ

ン
ゴ
ン
工
科
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
都

市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
、
共

同
研
究
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
手
法
や

シ
ス
テ
ム
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
産
学
官
各

界
に
普
及
す
る
に
当
た
っ
て
、
中
心
的

な
役
割
を
担
う
見
込
み
だ
。

　
各
分
野
の
研
究
成
果
を
結
集
し
た
一

元
的
災
害
対
応
支
援
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
、
そ
の
活
用
を
通
じ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー

が
災
害
に
強
い
国
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

日
が
近
づ
い
て
い
る
。

ミャンマー郵電公社から携帯電話基地局の利用状況のサンプルデータを入手し、それを
基に人の移動の流れを動画で再現。光の度合いが強いほど、活発な移動を示している

特集 情報通信技術（ICT）
飛躍～未来へのテイクオフ

スマートフォンを搭載し、バスの運行状況を
観測する。将来的にはバス会社だけでなく、
利用客もバスの現在地をアプリケーション
で確認できるシステムの構築を目指す

サ
イ
ク
ロ
ン
や
洪
水
、
地
震
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
襲
わ
れ
、

多
く
の
被
災
者
を
出
し
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。

I
C
T
を
活
用
し
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

科
学
技
術
で
災
害
に
備
え
る

サ
　 

ト
　 

レ
　 

ッ
　 

プ
　 

ス

バスの運転席に搭載されたスマートフォンを
使い、数秒間隔で位置データや車速データ
などを取る。データは自動でサーバーに送ら
れる仕組みだ

に活用！

ICTを
防災

たくさんの人やバス、自動車が行き交うヤンゴンの街。ICTの活用により、交通状況などを把握し、災害に強い街をつくる試みが進んでいる

ヤンゴン

ミャンマー

4
4
0
万
人
分
の
デ
ー
タ
か
ら

都
市
の
災
害
リ
ス
ク
を
把
握

ぜ
い
じ
ゃ
く
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暮
ら
し
の
中
の 

あ
ら
ゆ
る〝
困
っ
た
〞を
解
決
し
て
く
れ
る
強
い
味
方
、そ
れ
が
I
C
T
だ
。

人
々
の
健
康
を
守
っ
た
り
、仕
事
の
効
率
を
改
善
し
た
り
、さ
ら
に
は
、平
和
な
社
会
づ
く
り
に
も
貢
献
し
た
り
と
、

先
端
技
術
が
私
た
ち
の
よ
り
良
い
明
日
を
つ
く
っ
て
い
る
。

I
C
T
が
社
会
の
可
能
性
を
広
げ
る

19

民族融和の鍵はIT教育

92年から95年まで紛争が続いたボ
スニア・ヘルツェゴビナ（以下、ボス

ニア）。同国は、それぞれ独自の行政制度
や司法制度を持つボスニア・ヘルツェゴビ
ナ連邦とスルプスカ共和国から成り、前者
には主にボスニアック（ムスリム）とクロア
チア人が、後者にはセルビア人が中心に
住む。各民族は教育でも別々のカリキュラ
ムを使用しており、そうした状況が将来の
紛争の火種となりかねないことから、教育
カリキュラムの統合が急務となっている。
　JICAは2006年以来、IT教育カリキュラ
ムの共通化とその導入を支援してきた。き
っかけは、ボスニアックとクロアチア人が
かつて激戦を交わしたボスニア・ヘルツェ
ゴビナ連邦のモスタル地区にある高校で
ITラボの整備を手掛けたこと。同校には両
民族の生徒が通っていながら共に学ぶ環
境がなかったため、ITラボを整備して共同
学習の場としたのだ。すると、生徒たちは

民族を越えて共に学び合い始めた。これを
皮切りに、支援をIT教育の共通カリキュラ
ムの作成へと展開。日本の協力は、ボスニ
アのIT教育の水準の底上げを図る上でも
重要な意味を持った。
　これらの取り組みに感銘を受けたスル
プスカ共和国の教員は、同共和国の教育
大臣にも同様の事業を行うことを提言。そ
の後、ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦とス
ルプスカ共和国の双方から教育省にあた
る機関が参加して民族共通のカリキュラム
や教科書の開発を進め、対象校を広げて
試行を実施した。現在ではボスニア全土
の高校の普通科課程が、同じカリキュラム
の下、民族共通のIT教育を実施している。
　IT教育は、民族の歴史や文化に関係な
く、技術の進歩を踏まえた近代的なカリキ
ュラムの必要性を認識しやすい分野だ。こ
のような特性が、非政治的アプローチを通
じた民族融和に大きく貢献している。

ボスニア・
ヘルツェゴビナ

ITの授業で、協力してホームページを作る、異なる民族の生徒たち

試験導入に向けて、説明を受けるバーン・ペーオ病院
の職員。日本もタイも、高齢化という同じ問題を抱えて
いる

日

機械の目で高齢者の安全を

本と同様、少子高齢化や核家族
化が進むタイ。老々介護、看護師

不足、介護スタッフの不足、独り暮らしの
高齢者の増加など、日本と同じ課題を抱
えているが、介護保険制度がないため、
病院や自宅で家族・親戚が高齢者を見
守ることが多いのが現状だ。そんな状況
を改善するため、大分県の株式会社エ
イビスが力を入れているのが、センサー
を使った「みまもりシステム」だ。
　同社は創業以来、河川や工場排水・煤
煙、食品、飲料水など、身の回りのさまざ
まな環境に関する分析システムを開発
し、検査機関に提供している。そのノウ
ハウを生かして６年前に始めたのが、医
療・介護分野の支援システム事業だ。同
社は玄関、トイレへの出入りや冷蔵庫の
開け閉め、居間での行動などのデータを

基に、独り暮らしのお年寄りなどの生活
に異常がないかをモニターする一般家
庭向けと、患者がベッド上で苦しそうに
している、一人で歩けないのにベッドか
ら降りようとしているなど介助の必要な
動きを予測して職員に伝える介護施設
向けの二種類のサービスを提供してい
る。高齢者と同居できない家族や、多く
の患者を介護する医療施設の職員にと
って、システムが代わりに見守ってくれる
意味合いは大きい。
　海外事業は今回が初めてという同社。
日本と同様、タイでもこのシステムが必
要とされていると感じる一方で、一般家
庭にまで普及させるには価格がネック
だと認識している。同社の吉武俊一代表
取締役は、「自治体や公共医療施設でモ
デルケースを構築していくと同時に、高

タイ

所得者向けの施設をターゲットとした高
機能製品や、一般家庭への普及を想定
した安価なサービスなど複数のライン
ナップをそろえ、サポートを引き受ける
現地法人も準備していきたい」と語る。
高齢者と家族が安心して毎日を暮らせる
ように、ICTの技術が目を光らせる。

GRAの職員らプロジェクトメンバーとインドの農家たち

宮

栽培環境を適切に管理する

城県山元町の農業生産法人株式
会社GRAは、現在、インドでイチ

ゴ栽培の事業化を目指している。同社創
業のきっかけは、東日本大震災を受け
て、代表取締役CEOである岩佐大輝さん
がイチゴの産地である山元町でボラン
ティア活動に参加したこと。農家の高齢
化や後継者不足を目の当たりにし、イチ
ゴ産地の復興のために農業に参入する
ことを決めたのだ。
　同社の栽培システムの特徴は、温度、
湿度、日射量、二酸化炭素濃度といった
栽培環境をコンピューターによって一括
管理し、最適な状態に保っていること
だ。それまで、これらの管理は農家が経
験を頼りに行ってきたが、ICTを取り入れ
ることで、気候による影響を適切にコン

トロールすることが可能に。津波がもた
らした塩害に苦しむ山元町でも、翌年に
は多くのイチゴを収穫できた。
　この技術を海外でも生かせるのでは
ないかと考えた同社は、2012年にJICA
の民間連携事業を活用して、インドでの
事業に乗り出した。インドで販売されて
いるイチゴは、粒が小さく見た目も良く
ないものが多い。生産施設が未発達で
あることが原因の一つだが、同社が行う
「養液栽培」では、土の代わりにヤシ殻を
栽培床に使うため、ココナツが豊富にあ
るインドにも適している。
　システムの構築などを担当する日本
電気株式会社（NEC）と協力しながら、西
部のマハラシュトラ州でテスト栽培を実
施。ハウスは現地で設計・調達すること

インド

でコストを抑えた。また、現地の雇用創
出につなげるために農村の女性たちを
中心に技術指導を行った。翌年には、糖
度が日本と同等レベルのイチゴの収穫
に成功し、ホテルへの販売も始まってい
る。今後は、他の農村地域への展開など
を目指しており、農家の所得向上につな
がると期待が寄せられている。

平和構築
にも！

農業にも！

高齢者の
見守りにも！

ばい

えん
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昨
年
11
月
、
福
岡
市
博
多
区
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
新
し

い
。
し
か
し
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
の
大
規
模
で

な
く
て
も
、
小
さ
な
修
復
が
必
要
な
道
路
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在
し
て
い
る
。
日
本

の
道
路
の
総
延
長
は
約
１
３
０
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
地
球
を
32
周
す
る
ほ
ど
の
長
さ
が
あ

り
、
一
つ
一
つ
歩
い
て
確
認
す
る
の
は
非
現

実
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
活
躍

す
る
の
が
、
自
動
車
を
走
ら
せ
て
情
報
を
集

め
る
モ
バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。

レ
ー
ザ
ー
や
画
像
な
ど
を
使
っ
て
集
め
た
情

報
を
分
析
し
、
整
備
が
必
要
な
場
所
を
探
り

当
て
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
道
路
の
普
及
し
た
日
本

で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
大
な
土
地
に
新

た
な
幹
線
道
路
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る

開
発
途
上
国
で
も
役
に
立
つ
。
北
海
道
で
モ

バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
岩
根
研
究
所
が
、
国
内
で
積
み
重
ね
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
そ
う
と
乗
り
込
ん
だ
の

は
、
ア
フ
リ
カ
南
東
部
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
だ
。

　
現
在
、
日
本
は
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
の

下
地
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
地
で
〝
回
廊
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
を
展
開
し
て
い
る
。
経
済
的
な

結
び
付
き
の
強
い
数
カ
国
を
横
断
す
る
幹
線

道
路
を
構
築
し
、
輸
送
量
を
拡
大
す
る
の
が

目
的
だ
。
実
現
す
れ
ば
、
沿
岸
地
域
か
ら
内

陸
部
ま
で
幅
広
い
地
域
で
の
産
業
の
活
性
化

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
発
展
著
し
い

沿
岸
部
や
大
都
市
の
恩
恵
を
内
陸
部
、
農
村

部
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
郎
社
長
は
、
同
大
学
の
応
用
電
気
研
究
所

で
、
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
人
間
の
視

覚
の
情
報
処
理
の
研
究
を
手
掛
け
た
。
人
間

は
、
実
際
に
目
が
捉
え
た
情
報
を
よ
り
〝
見

た
い
も
の
〞
と
し
て
脳
が
再
構
築
し
た
も
の

を
視
覚
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
再
現
す
る
研
究

が
、
現
在
の
岩
根
研
究
所
の
技
術
の
基
盤
だ
。

　
岩
根
さ
ん
は
そ
の
後
、
岩
根
研
究
所
を
立

ち
上
げ
て
人
工
知
能
や
自
動
車
の
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
、
約
20
件
の

関
連
特
許
を
取
得
。
そ
の
中
で
磨
い
て
き
た

画
像
処
理
の
技
術
を
基
に
作
り
上
げ
た
の

が
、
道
路
の
状
況
確
認
に
活
用
で
き
る
モ
バ

イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。
レ
ー
ザ
ー

で
は
な
く
画
像
を
使
い
、
高
い
精
度
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
実
現
し
て
い
る
。

　「
画
像
型
モ
バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
強
み
は
、
複
雑
な
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
な

い
た
め
、
シ
ン
プ
ル
で
操
作
が
簡
単
な
こ
と

で
す
」
と
、
同
社
の
関
口
隆
さ
ん
は
説
明
す

る
。「
そ
の
た
め
、
途
上
国
で
の
運
用
に
向

い
て
い
ま
す
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
も
、
道
路

公
社
が
自
分
た
ち
の
手
元
に
機
材
を
所
有

し
、
道
路
維
持
管
理
の
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
継
続
的
な
道
路
の
調
査
・
点
検
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
公
社
の
職
員
た
ち

は
、
機
材
装
置
の
持
込
み
や
ト
ラ
イ
ア
ル
撮

影
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
に
つ
い

て
、
同
社
が
予
想
し
て
い
た
以
上
に
熱
心
だ

っ
た
。
現
在
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
は
７

割
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
人
た
ち
の
熱
意
に
応
え
る
た
め
に
、
同
社

も
日
本
で
は
あ
ま
り
経
験
の
な
か
っ
た
無
舗

装
道
路
の
維
持
管
理
技
術
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
予
算
の

確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
実

情
に
合
わ
せ
て
、
操
作
性
の
改
善
や
低
価
格

化
に
取
り
組
み
、
導
入
し
や
す
い
も
の
を
提

供
し
て
い
く
と
い
う
。
今
後
は
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
ウ
ガ
ン
ダ
や
ザ
ン

ビ
ア
な
ど
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
認
知
度
の
向
上
を
目
指
す
。

　
岩
根
研
究
所
の
ル
ー
ツ
に
当
た
る
北
海
道

大
学
。
そ
の
母
体
と
な
っ
た
札
幌
農
学
校
の

卒
業
生
に
、
北
海
道
を
中
心
に
数
多
く
の
港

湾
や
橋
を
手
掛
け
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る

イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
た
廣

井
勇
が
い
る
。
廣
井
が
手
掛
け
た
幾
多
の
港

が
北
海
道
の
経
済
発
展
を
支
え
た
よ
う
に
、

岩
根
研
究
所
が
整
備
を
支
援
す
る
ナ
カ
ラ
回

廊
が
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
の
原
動

力
と
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

画
像
を
も
と
に
道
路
を
チ
ェッ
ク

日
本
の
道
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ

人口約550万人、面積は約83k㎡。
日本の22%を占める広大な面積
に、小樽や室蘭、苫小牧をはじめと
する、大小合わせて35の港湾を持
つ。総延長90,136.9km、全国の
7.4％を占める県内の道路は、住
民の生活を支える大切な交通イン
フラだ。厳しい気候もあり、整備維
持が欠かせない。

北海道

岩根研究所のシステムを使い、車で走行しながら撮影した画像を分析する。レーザーを使わないため、
機材がシンプルで、輸出制限などにも影響を受けないのが強みだ

いくら道路を作っても、きちんと整備されていなければ安全に走ることはできない。
道路の整備状況を効率良く把握することは、道路交通を維持するために必要不可欠だ。
画像処理を得意とする北海道の岩根研究所が、モザンビークの道路整備に力を貸している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

50

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
は
天
然
資
源
が
豊
富

で
、
沿
岸
に
あ
る
ナ
カ
ラ
港
は
世
界
へ
の
玄

関
口
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
ナ
カ
ラ
港
を
基
点
に
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ザ

ン
ビ
ア
な
ど
の
内
陸
国
ま
で
の
幹
線
道
路
、

〝
ナ
カ
ラ
回
廊
〞
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
周
辺

地
域
全
体
に
経
済
効
果
が
波
及
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
期
待
に
水
を
差
す
の
が
、
道
路

整
備
の
水
準
だ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
１

９
７
７
年
か
ら
92
年
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た

っ
て
続
い
た
内
戦
の
影
響
で
道
路
整
備
が
立

ち
遅
れ
、
同
国
政
府
も
北
部
一
帯
を
カ
バ
ー

す
る
開
発
計
画
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
日
本
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
公
社

を
支
援
し
、
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
実

績
が
、
ナ
カ
ラ
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

に
あ
る
。

　
岩
根
研
究
所
は
、
過
去
に
は
「
道
路
・
河

川
な
ど
の
現
況
ビ
デ
オ
検
索
装
置
」
を
開
発

し
、
国
土
交
通
省
の
国
道
管
理
事
務
所
、
高

速
道
路
を
管
理
す
る
N
E
X
C
O
な
ど
に
採

用
さ
れ
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
は
タ
イ
に

現
地
法
人
を
設
立
し
て
海
外
事
業
を
開
始
。

現
在
は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
で
画
像
を
用
い

た
計
測
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
機
材
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し

て
出
発
し
た
岩
根
研
究
所
。
創
立
者
の
岩
根

モバイルマッピングシステムを道路公社の車に設営する関口
さん。現地道路公社が自前の機材を持ち、使いこなすことは、
道路整備を外国に頼らずに済むということでもある

スワジランド国境へと向かう
道を撮影中。この辺りの道
路は舗装されておらず、赤
土がむき出しになっている

自動計測車、アフリカを行く

モザンビークで道路公社をはじめとする官公庁の代表者の前で
発表を行ったところ、熱心な質問が集まった

人
間
の
視
覚
が
ヒ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム

強
み
は
シ
ン
プ
ル
さ
と
柔
軟
性

北 海 道

上下2台のカメラが捉えた映像を
もとに、特徴的な部分を分析し、
周囲の風景を3Dで再構築する

北海道
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さ
ま
ざ
ま
な
業
界
や
分
野
で
I
C
T
化
が

加
速
し
て
い
る
現
代
社
会
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
な
く
、
車
や
家
電
と

い
っ
た
〝
モ
ノ
〞
ま
で
も
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
が
る
中
、
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し

て
い
る
の
が
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

だ
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
不
正
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
、
デ
ー
タ
の

改
ざ
ん
や
情
報
漏
え
い
な
ど
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
は
国
境
が
な
い

た
め
、
一
国
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
全
体

で
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
が
、
開
発
途
上
国
で
は
そ
の
対
策
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
２
０
１
４
年
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
の
国
々
の
省
庁
や
関

係
機
関
の
職
員
を
日
本
に
招
き
、
約
２
週
間

の
研
修
コ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
研
修
の
目
的
は
、
ど
の
よ
う
な
脅
威
か
ら

ど
う
守
る
の
か
の
基
本
的
な
方
針
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
を
、
各
国
政
府

が
策
定
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
。

「
例
え
ば
、
私
物
の
U
S
B
メ
モ
リ
ー
は
職
場

に
持
ち
込
ま
な
い
と
か
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
は

文
字
と
数
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
す
ら
整
備
さ
れ
て
い
な
い

国
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
無
防
備
な
状
態
で

I
C
T
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
は
、
か
な
り

危
険
で
す
」。
こ
う
指
摘
す
る
の
は
、
研
修
の

講
師
を
務
め
る
株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン

グ
メ
デ
ィ
ア
の
石
橋
宏
路
さ
ん
だ
。
同
社
は
、

I
C
T
分
野
の
人
材
育
成
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
数
多
く
提
供
し
て
お
り
、
石
橋
さ
ん
は

２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、
J
I
C
A
沖
縄

の
研
修
コ
ー
ス
に
も
協
力
し
た
経
験
を
持
つ
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
幅
広
い
分
野
に

関
わ
る
た
め
、
今
回
の
研
修
で
は
、
問
題
が

起
き
た
場
合
に
影
響
が
大
き
い
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
電
話
と
い
っ
た
〝
重
要
イ
ン
フ
ラ
〞

に
範
囲
を
絞
る
こ
と
に
し
た
。「
こ
う
し
た
イ

ン
フ
ラ
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
管
理
さ

れ
て
い
る
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
研
修
参
加
者
の
多

く
は
、
ま
ず
技
術
的
な
対
策
に
つ
い
て
考
え

が
ち
で
す
が
、
そ
の
前
段
階
の
政
策
や
ル
ー

ル
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
石
橋

さ
ん
は
話
す
。

　
こ
れ
ま
で
２
回
実
施
し
た
研
修
で
は
、
初

め
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
母
国
の
現
状
や
課

題
を
発
表
し
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
、Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
取
り
組
み
を
共
有
す
る
こ
と

が
、
研
修
の
狙
い
の
一
つ
だ
と
石
橋
さ
ん
は

説
明
す
る
。「
国
に
よ
っ
て
は
、
い
き
な
り

日
本
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
他
の
国
の
取
り
組
み
が
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
各
国
の
状

況
を
共
有
し
て
も
ら
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
」

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
官
公
庁
の
他
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
啓
発
や
研
究
を
行
っ
た

り
、
問
題
が
起
き
た
場
合
の
対
応
を
行
っ
た

り
す
る
関
係
機
関
を
訪
問
。
担
当
者
か
ら
直

接
講
義
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

や
、
電
力
会
社
や
鉄
道
事
業
者
と
い
っ
た
重

要
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
企
業
と
の
連
携
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

が
担
当
す
る
講
義
の
テ
ー
マ
は
、「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
担
う
人
材
育
成
」
だ
。
目

的
や
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
な
ど
を
明
確
に
し
た

上
で
プ
ラ
ン
を
立
て
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
効

果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど

が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
訪
問
型
の
研
修
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
、

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
な
取
り
組
み
や

狙
い
は
取
り
組
み
の
共
有

地
域
全
体
で
能
力
向
上
へ

脅
威
か
ら
ど
う
守
る
の
か

ル
ー
ル
す
ら
な
い
国
も

事
例
を
生
で
聞
け
た
の
が
よ
か
っ
た
」「
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
を
訪
問
し
た
の
で
、
自
分

の
役
割
と
近
い
業
務
に
つ
い
て
の
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
好
意
的
な
意
見
が

多
く
聞
か
れ
た
と
い
う
。

　
最
後
に
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
研
修

で
学
ん
だ
取
り
組
み
を
母
国
で
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と

し
て
発
表
し
た
。「
初
め
の
発
表
の
と
き
に
は
、

何
が
自
分
た
ち
の
課
題
な
の
か
さ
え
分
か
ら

な
か
っ
た
参
加
者
が
、
研
修
を
通
じ
て
課
題

を
見
つ
け
、
最
後
に
は
そ
れ
を
ど
う
解
決
す

べ
き
か
し
っ
か
り
と
目
標
を
見
出
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
」

と
石
橋
さ
ん
は
話
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
日
本
人
専
門

家
の
指
導
の
下
、
約
２
年
半
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
だ
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い

る
現
地
の
職
員
も
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
研
修

に
参
加
し
た
。
明
確
な
課
題
を
持
っ
た
上
で

研
修
に
臨
み
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
現
地
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
か
す

こ
と
で〝
相
乗
効
果
〞が
生
ま
れ
て
い
る
。「
今

後
は
、
こ
の
研
修
で
生
ま
れ
た
〝
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〞
を
生
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
よ
う
に
、
帰
国
後
に
も
取
り
組
み
が

途
切
れ
な
い
よ
う
な
仕
組
み
が
つ
く
れ
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
石
橋
さ
ん
は
意
欲
を

見
せ
る
。

　
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
。
今
こ
そ
日
本
が
舵
を
取
り
、

ア
ジ
ア
全
体
で
能
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。

研修の最後、これから母国で
どのように情報セキュリティー
対策を進めていくのかを発表
する参加者

研修の講師を務める石橋さん。
「参加者が抱えている課題や悩み
が明確になるようなサポートを心掛
けています」

研修では官公庁や情報セキュリティー
の関係機関を訪問し、担当者から直接
講義を受けている

研修の修了式で今後の決意表明を行う参加者 大
切
な
情
報
を
守
る
た
め
に

株
式
会
社

富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

I
C
T
の
発
展
の
裏
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口
は
、ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、I
C
T
分
野
の
人
材
育
成
を
手
掛
け
る
民
間
企
業
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
対
象
と
し
た
研
修
を
始
め
た
。

伝
え
て
い
る
の
は
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
政
策
づ
く
り
の
大
切
さ
だ
。

インドネシアの技術協力プロジェクトの関係者。2015年に日本で行われた
研修には２人の現地職員（前列と後列の右端）が参加した
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ん
と
、
千
葉
県
か
ら
遠
隔
授
業
に
参
加
し
た
船
橋

市
立
田
喜
野
井
小
学
校
の
５
年
生
た
ち
だ
。

　
両
校
の
児
童
か
ら
の
学
校
紹
介
が
終
わ
る
と
、

今
度
は
辻
埜
さ
ん
が
、「
日
本
は
今
、何
時
で
す
か
」

と
子
ど
も
た
ち
に
問
い
掛
け
る
。「
朝
の
10
時
！
」

―
―
「
こ
ち
ら
は
皆
さ
ん
よ
り
14
時
間
前
の
夜
８

時
で
す
よ
」。
地
球
の
反
対
側
と
の
や
り
取
り
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、
音
声
も
映
像
も
鮮
明
だ
。

　
辻
埜
さ
ん
が
写
真
を
使
い
な
が
ら
ク
イ
ズ
形
式

で
ペ
ル
ー
の
文
化
を
紹
介
し
始
め
る
。
当
初
、
子

ど
も
た
ち
は
画
面
越
し
の
会
話
に
緊
張
気
味
だ
っ

た
が
、
次
第
に
机
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
授
業
に

の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。
山
岸
大
輔
く
ん
は
、「
ペ

ル
ー
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
が
話
さ
れ
て
い
て
、〝
さ

よ
う
な
ら
〞
は
〝
チ
ャ
オ
〞
と
言
う
ん
だ
と
覚
え

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
続
い
て
第
二
部
は
、
同
じ
く
青
年
海
外
協
力
隊

で
、
小
学
校
教
育
隊
員
と
し
て
パ
ラ
オ
で
活
動
中

の
水
谷
文
絵
里
さ
ん
に
よ
る
遠
隔
授
業
だ
。
教
室

に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
の
前
に
ス
タ
ン
バ
イ
す
る

の
は
、
先
ほ
ど
ま
で
の
児
童
よ
り
も
一
回
り
体
格

の
小
さ
い
３
・
４
年
生
。

　「
私
が
活
動
し
て
い
る
小
学
校
は
、
目
の
前
が

海
で
す
。
休
み
時
間
は
午
前
中
に
１
回
と
給
食
の

時
間
だ
け
で
す
」
―
―
「
い
い
な
あ
！
こ
っ
ち
は

山
し
か
な
い
。
パ
ラ
オ
の
小
学
校
で
は
掃
除
の
時

間
も
な
い
の
？
」

　「
パ
ラ
オ
で
驚
い
た
こ
と
は
、
信
号
が
一
つ
も

な
い
こ
と
で
す
」
―
―
「
え
ー
！
な
ん
で
無
い
ん

だ
ろ
う
」

　
初
め
て
聞
く
パ
ラ
オ
の
話
に
、
率
直
に
驚
き
を

表
現
す
る
子
ど
も
た
ち
。
授
業
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
手
元
の
プ
リ
ン
ト
用
紙
が
新
た
な
発
見
と

感
想
で
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ペ
ル
ー
や
パ
ラ
オ
、
加

え
て
、
国
内
他
県
の
学
校
と
が
つ
な
が
っ
た
今
回

の
遠
隔
授
業
。
そ
の
実
現
を
支
え
る
の
は
、
河
内

長
野
市
立
教
育
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
。

河
内
長
野
市
は
、
教
育
委
員
会
の
下
部
組
織
と

し
て
2
0
0
2
年
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
。
目
的
は
、
市
内
の
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
有
効
活
用
し
て
分
か

り
や
す
い
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
、
ま
た
、
授
業

を
通
し
て
情
報
を
選
択
し
た
り
、
活
用
し
た
り
す

る
能
力
を
養
う
こ
と
だ
。

「
膨
大
な
情
報
の
中
で
生
き
る
現
代
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
I
C
T
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
は
重
要
で
す
。
で
も
、
通
信
機
器
な
ど
の

環
境
面
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
上
、
I
C
T
を

専
門
と
し
て
教
え
ら
れ
る
教
員
も
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
河
内
長
野
市
で
は
、
当
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
情
報
通
信
機
器
を
市
内
で
共
有

し
、
そ
の
活
用
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
」。

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
長
の
梅
田
昌

二
さ
ん
だ
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
の
立
役
者
で
あ
る
梅

田
さ
ん
は
、小
学
校
教
員
を
定
年
退
職
し
た
今
も
、

I
C
T
に
精
通
し
た
人
材
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
実
質
一
人
で
担
っ
て
い
る
。
遠
隔
授
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、協
力
隊
へ
の
講
師
依
頼
か
ら
、

現
地
回
線
の
設
定
支
援
、
当
日
の
会
場
設
営
に
至

る
ま
で
全
て
を
こ
な
し
、昨
年
は
２
学
期
だ
け
で
、

1
0
0
回
以
上
の
遠
隔
授
業
と
交
流
授
業
を
市

内
外
の
学
校
で
実
現
し
た
。
河
内
長
野
市
で
は
今

後
、
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
梅
田
さ
ん
個
人
の
能
力
と
熱
意

に
依
存
し
て
き
た
遠
隔
授
業
の
展
開
拡
大
を
目

指
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

に
つ
い
て
、
梅
田
さ
ん
は
、「
1
9
9
7
年
、
政
府

の
指
針
で
小
中
学
校
に
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

世
界
を
知
り
、た
く
ま
し
く
育
つ

が
導
入
さ
れ
、
私
の
勤
務
先
に
も
20
台
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
で
も
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

ん
で
す
。
活
用
し
よ
う
と
思
い
、
既
存
の
教
材
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
算
数
の
授
業
を
し
て
み
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
み
、
授
業
を

楽
し
み
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
背
景

に
海
外
に
目
を
向
け
、
翻
訳
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
各

国
の
学
校
と
メ
ー
ル
で
交
流
を
始
め
、
テ
レ
ビ
会

議
に
も
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
初
め
て
J
I
C
A
関
係
者
と
連
携
し
て
遠
隔

授
業
を
実
施
し
た
の
は
2
0
0
5
年
。
ボ
ツ
ワ
ナ

か
ら
帰
国
し
た
元
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
開
発
途
上
国
と
も
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
、
つ
ま
り
、

高
速
大
容
量
回
線
が
世
界
に
普
及
し
た
お
か
げ
で

す
」。
そ
う
話
す
梅
田
さ
ん
は
現
在
、
協
力
隊
と

の
連
携
で
実
施
す
る
遠
隔
授
業
の
他
に
も
、
国

際
音
楽
交
流
会
や
日
豪
語
学
協
働
学
習
、
企
業
と

連
携
し
て
行
う
手
作
り
電
池
教
室
な
ど
を
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

梅
田
さ
ん
が
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
で
目
指

す
も
の
は
、
国
際
交
流
の
一
歩
先
に
あ
る
。「
島

国
の
日
本
で
は
教
育
も
閉
鎖
的
で
、
子
ど
も
た
ち

の
視
野
は
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。
地
域
や
世
界
へ

と
開
か
れ
た
学
習
環
境
を
与
え
る
こ
と
で
、
例
え

ば
、
途
上
国
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分

が
抱
え
て
い
る
悩
み
が
実
は
小
さ
い
も
の
だ
と
気

付
い
た
り
、
英
語
で
自
己
主
張
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
苦
し
い
こ
と
に
向
き
合
い
、
打

ち
勝
つ
術
を
身
に
付
け
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
磨
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。
そ
の
た
め
の

教
材
や
授
業
を
開
発
す
る
こ
と
が
私
の
目
標
で

す
、
と
語
る
梅
田
さ
ん
の
目
は
、
ま
っ
す
ぐ
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

世
界
の
中
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
を
育
て
る

I
C
T
で
魅
せ
る
授
業
を
！

　
大
阪
府
に
あ
る
河
内
長
野
市
立
天
見
小
学
校

は
、
カ
ー
ブ
の
続
く
山
間
の
国
道
沿
い
に
建
っ
て

い
た
。校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
は
橋
で
結
ば
れ
、

そ
の
下
か
ら
は
天
見
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え

て
く
る
。
同
校
を
訪
れ
た
の
は
、
山
の
木
々
が
淡

く
色
付
き
始
め
た
昨
年
11
月
上
旬
。
全
校
生
徒
65

人
の
小
さ
な
小
学
校
が
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
遠
隔
授
業
で
ペ
ル
ー
や
パ
ラ
オ
と
つ
な

が
る
と
聞
い
て
訪
ね
た
の
だ
。

　
さ
っ
そ
く
遠
隔
授
業
の
第
一
部
が
始
ま
っ
た
。

総
勢
20
人
の
５
・
６
年
生
に
画
面
の
向
こ
う
か
ら

笑
顔
で
手
を
振
る
の
は
、
J
I
C
A
の
青
年
海
外

協
力
隊
・
理
科
教
育
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
の
国

立
地
球
物
理
研
究
所
に
派
遣
中
の
辻
埜
太
一
さ

世界とつながる
教室ペルーで活動する青年海外協力隊を講師に迎え、テレビ会議システムを

使ったリアルタイムの授業を実施。画面脇のボードは梅田さんのお手製だ

ペルーの辻埜さんからの
「聞こえていますか」の質
問に、ジェスチャーを交え
て笑顔で答える子どもたち

「パラオには日本人の名前を持つ
人がいる」など、遠隔授業での発見
と驚きをまとめた児童

遠隔授業のバックオフィスであるメディアセンターで作業する梅田さ
ん。ICTに強い理由を尋ねると、「実家が電器屋だったからですかね」
と飾らない答え。センターの発展と魅力ある授業の拡大を誰よりも願っ
ている

つ
じ  

の

も  

え   

り

情
報
の
波
の
中
で
生
き
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
。

大
阪
府
河
内
長
野
市
の
教
育
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
各
国
と
の
交
流
な
ど
、

I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
を
展
開
し
、

子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
や
学
力
、

さ
ら
に
は
生
き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

山
間
の
小
学
校
が
世
界
と
つ
な
が
る

パラオで活動する水谷さんによる遠隔授業。授業の終盤は、子どもたち
もマイクを握り、多くの質問を投げ掛けた
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
を
胸
に
、民
間
企
業
か
ら
国
際

協
力
の
世
界
へ
と
転
身
し
た
古
川
正
之

さ
ん
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
て
か
ら
早
２

年
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、

異
な
る
立
場
や
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、〝
自
分
自
身
で
考
え
る
〞こ
と
を
忘

れ
ず
に
業
務
に
励
ん
で
い
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
す
る
前
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
う
民
間
企
業
で
金
融
系
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
は
既
に
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
存
在
と
な
っ

て
お
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
通
じ
た
社
会
貢
献
が
で
き
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

会
社
の
先
輩
が
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
こ

と
を
社
内
報
で
知
っ
た
の
で
す
。
私
も
未
知
の
世

界
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う
純
粋
な
興
味
か
ら

協
力
隊
に
応
募
し
た
結
果
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
派

遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

職
業
訓
練
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
師
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
私
は
、
現
地
の
同
僚
の
講
師
と
協
力
し
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
時
は
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
後
で
、
海
外
ド
ナ
ー

の
支
援
に
よ
っ
て
校
内
に
パ
ソ
コ
ン
機
器
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
地
の
講
師
た
ち
は
全
く
使
い

こ
な
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
職
業
訓
練
校

も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
た
め
、
近
隣
校
を
巻

き
込
ん
で
、
機
器
の
活
用
や
修
理
な
ど
に
関
す
る

講
師
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
復
職
後
に
ベ
ト
ナ
ム
勤
務
に
な
っ

た
際
に
役
立
ち
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
系
進

出
企
業
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
し
た
が
、
ネ
ズ
ミ
対
策
や
停
電
対
策
な

ど
、
開
発
途
上
国
の
実
情
を
踏
ま
え
た
提
案
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
勤
務
は
、
転
職
の
一
つ
の
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
空
港
や
港
湾
な
ど

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
交

通
網
の
整
備
と
い
っ
た
民
間
企
業
だ
け
で
は
難
し

い
社
会
的
な
問
題
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事

に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
で
の
勤
務
、
そ
し
て
協
力
隊
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た

経
験
を
生
か
し
た
い
―
―
。
こ
の
先
、
途
上
国
に

と
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
は
重
要
な
課
題
に
な
る

は
ず
だ
と
考
え
た
私
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
が
所
属
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
は
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
関
す
る
調
査
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
理
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。
今
、
新
た
な
課
題
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
直
面
と

い
う
新
し
い
脅
威
や
犯
罪
を
生
む
負
の
側
面
も
持

っ
て
い
る
た
め
、
政
府
の
適
切
な
対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
既
に
多
く
の
国
で
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
技
術
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
の

た
め
の
技
術
指
導
や
啓
発
ビ
デ
オ
の
作
成
な
ど
を

支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
途
上
国
の
行
政
官
を
招

い
て
日
本
で
研
修
を
行
っ
た
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や

ベ
ト
ナ
ム
で
は
現
地
調
査
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う

な
協
力
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
日
本
の
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
て
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
を
広
い
視
野
で
捉
え
る

東南アジアのセキュリティー関係者を対象に行われた研修を担当した古川さん（中央後ろ）。
模擬演習や意見交換などを行った

From Headquarters

い
る
「
内
閣
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」
の
会
議

に
出
席
し
、
関
係

省
庁
と
意
見
交
換

を
行
う
機
会
も
増

え
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
職
員
と
し
て
、

途
上
国
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
の

見
解
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、
国
際
協
力
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
位
置
付
け
な
ど
を
俯
瞰
的
に
考
察

で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
専
門
性
を
磨
い
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
幅
広
い
分
野
で
進
ん
で
い
ま

す
。
指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
や
防
災
で
の
活
用
、
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、
他
の
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
す
る
機
会
も
多
い
た
め
、
事
前
に
情

報
収
集
を
行
う
な
ど
し
っ
か
り
と
準
備
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
、

現
地
の
関
係
者
の
意
見
な
ど
を
た
だ
単
に
鵜
呑
み

に
す
る
の
で
は
な
く
、
何
が
本
当
の
課
題
で
あ
り

最
適
な
解
決
策
で
あ
る
の
か
を
、
事
前
情
報
や
自

分
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
考
え
、
提
案
す
る
こ

と
で
す
。

　
〝
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
〞社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
ま
す
ま
す
支
援
の
在
り
方
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2002年、民間のICT企業に就
職。2007年から２年間、青年海
外協力隊（コンピューター技術）
に現職参加してスリランカに派
遣された。復職後はグループ会
社でのベトナム支店勤務などを
経て、2015年１月にJICAに就
職し、現職。

社会基盤・平和構築部 
運輸交通・情報通信グループ 

第一チーム

古川正之
FURUKAWA Masayuki

カンボジアの選挙改革支援として、ICTの
活用を検討するための調査団に参加した

民
間
企
業
と
協
力
隊
の
経
験
を
強
み
に

開
発
援
助
機
関
と
し
て
考
察
す
る
力
を

う
の 

み
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J
I
C
A
は
昨
年
11
月
15
日
、
セ
ネ
ガ
ル

共
和
国
政
府
と
の
間
で
、
２
件
、
総
額
３

５
９
億
３
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借

款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
の
独
立
以
来
、
安
定
し
た
民

政
を
維
持
し
て
い
る
セ
ネ
ガ
ル
は
、
西
ア

フ
リ
カ
内
陸
国
の
玄
関
口
と
し
て
、
域
内

の
流
通
と
経
済
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
お

り
、
経
済
成
長
も
順
調
に
加
速
し
て
い
ま

す
。
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
２
０
１
４
年
２
月

に
セ
ネ
ガ
ル
新
興
計
画
を
策
定
し
、
２
０

３
５
年
に
新
興
国
入
り
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
産
業
活
動
の
約
８
割
が
集

中
し
て
い
る
ダ
カ
ー
ル
首
都
圏
で
は
、
近

年
人
口
が
急
増
。
そ
れ
に
伴
い
、
水
の
需

要
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
現
在

で
も
１
日
当
た
り
の
最
大
需
要
量
を
満
た

せ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
人
口
増
加
を
見
込

ん
だ
水
供
給
量
の
増
加
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
マ

メ
ル
海
水
淡
水
化
事
業
」
で
セ

ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
に
、

同
国
初
の
海
水
淡
水
化
施
設

（
生
産
水
量
５
万
立
方
メ
ー
ト

ル
／
日
）
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
配
水
管
網
を
改
善

し
、
水
源
の
多
様
化
や
水
供
給

能
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

一
方
、
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
、

２
０
１
５
年
ま
で
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
沿
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
の
減

少
や
５
歳
未
満
児
死
亡
率
の
減

少
な
ど
保
健
分
野
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
15
年

時
点
で
５
歳
未
満
児
死
亡
率
が

47
（
出
生
１
０
０
０
対
）、
妊

産
婦
死
亡
率
が
３
１
５
（
出
生

10
万
対
）
と
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
定
め
る
５
歳
未

満
児
死
亡
率
（
同
44
）、妊
産
婦
死
亡
率
（
同

１
２
７
）
の
達
成
に
至
ら
ず
、
地
域
間
や
経

済
水
準
に
よ
る
格
差
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
方
部
に
お
け
る
保
健
医
療
施
設
の
不

足
な
ど
の
物
理
的
ア
ク
セ
ス
の
課
題
と
、
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
医
療
費
を
負

担
で
き
な
い
と
い
う
経
済
的
ア
ク
セ
ス
の
課

題
が
存
在
し
ま
す
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
全
て
の
人
が
適
切

な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な
と
き
に

支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
状
態

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
）

の
実
現
に
向
け
て
、
保
健
財
政
戦
略
の
保
健

関
連
文
書
の
策
定
な
ど
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
貧
困
層
を
主
な
対
象

と
し
て
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
経
済
的
・

物
理
的
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

セネガルで海水淡水化施設の建設や医療へのアクセス向上を支援 01

03ミャンマーと青年海外協力隊派遣取極を締結

02　ヨルダン、イスラエルとともにパレスチナの農業を支援
　

昨
年
11
月
1
日
、
J
I
C
A
、
パ
レ
ス
チ
ナ

農
業
庁
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
立
農
業
研
究
普
及
セ

ン
タ
ー
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
際
援
助
庁
の
４
者

は
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対

す
る
農
業
支
援
に
つ
い
て
の
第
1
回
運
営
委

員
会
を
開
催
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
開
発
ニ
ー
ズ

や
協
力
内
容
、
J
I
C
A
が
実
施
す
る
他
の

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
事
業
計
画
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
周
辺
の
第
三
国
で

パ
レ
ス
チ
ナ
向
け
の
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
回
の
運
営
委
員
会
開
催
に
先
立
ち
、
昨

年
5
月
30
日
に
は
、
北
岡
伸
一
J
I
C
A
理

事
長
の
立
ち
会
い
の
下
、
４
者
の
代
表
が
パ

レ
ス
チ
ナ
へ
の
農
業
支
援
を
行
う
枠
組
み
を

定
め
た
合
意
文
書
に
署
名
し
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
こ
れ
ま
で
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
対
し
、
農
業
を
は
じ
め
産
業
育
成
や
工
業

団
地
運
営
に
関
す
る
技
術
協
力
を
実
施
。
日

本
の
知
見
の
活
用
を
軸
に
、
第
三
国
に
優
位

性
の
あ
る
分
野
で
は
、
J
I
C
A
が
第
三
国

研
修
を
通
じ
て
積
極
的
に
パ
レ
ス
チ
ナ
と
第

三
国
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
４
者
で

連
携
し
、
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
2
日
、
日
本
政
府
と
ミ
ャ
ン
マ

ー
連
邦
共
和
国
政
府
は
青
年
海
外
協
力
隊
派

遣
取
極
を
締
結
し
ま
し
た
。
取
極
の
締
結
は
、

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国
家
最
高
顧

問
の
訪
日
に
合
わ
せ
て
チ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
計

画
・
財
務
大
臣
と
樋
口
建
史
駐
ミ
ャ
ン
マ
ー

日
本
国
特
命
全
権
大
使
と
の
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
国
民
生
活
の
向
上
や

経
済
・
社
会
を
支
え
る
人
材
能
力
向
上
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
J
I
C
A
は
、
２

０
１
３
年
１
月
以
降
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
、
作
業
療
法
士
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
な
ど
の
分
野
で
34
人
の
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
つ
い

て
は
、
そ
の
派
遣
の
前
提
と
な
る
派
遣
取
極

の
締
結
に
向
け
た
調
整
が
両
国
政
府
間
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
を
受
け
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
同
国
が
抱
え
る
課
題
に
草
の
根

の
ニ
ー
ズ
か
ら
応
え
る
青
年
海
外
協
力
隊
の

派
遣
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
現
在
70
カ
国
に
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
88
番
目
の
派

遣
取
極
締
結
国
に
な
り
ま
す
。

署名式で書類を交換する森谷裕司セネガル事務所長（左）とセネガル経済
財務計画大臣のアマドゥ・バ氏（右）

締結を終え、握手するチョウ・ウィン大臣（手前左）と
樋口大使（手前右）。（写真提供：内閣広報室）

（右から）署名式に参加した中東欧州部・山中部長、
ヨルダン・ハダッド大使、パレスチナ・シアム大使、イス
ラエル・カハノフ大使、北岡JICA理事長、パレスチナ
事務所・中林企画調査員
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「
ア
フ
リ
カ
」の
語
源
と
な
っ
た
国

地
中
海
の
豊
か
な
食
文
化
に
感
動

は
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
素
材

や
商
品
の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
た

食
べ
方
を
日
々
提
案
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
魅
力
を
日

本
で
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
た
と
き

は
、
食
を
通
し
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
日
本
を
つ
な

ぐ
役
目
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
に
は
２
０
１
５
年
の
テ
ロ
の
影
響
で
危

険
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
少
し
不
安
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
実
際
に
訪
れ
て
み
れ
ば
、
危
険

ど
こ
ろ
か
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
国
で

し
た
。

　
北
ア
フ
リ
カ
の
地
中
海
沿
い
に
位
置
す
る
チ

ュ
ニ
ジ
ア
は
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
、

ア
フ
リ
カ
と
結
び
付
い
て
き
た
歴
史
的
背
景
か

ら
、
食
や
文
化
が
と
て
も
豊
か
。
魚
介
や
野
菜

を
生
か
し
た
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
中
心
の
お
い
し

い
食
文
化
に
加
え
て
、
カ
ル
タ
ゴ
な
ど
は
町
自

体
が
世
界
遺
産
と
な
る
ほ
ど
の
美
し
い
景
色
を

誇
り
、
人
々
は
と
て
も
気
さ
く
で
す
。

　
私
が
訪
れ
た
昨
年
11
月
は
、
ち
ょ
う
ど
オ
リ

ー
ブ
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
。
美
し
く
広
が
る
オ
リ

ー
ブ
畑
の
中
で
緑
色
の
実
が
艶
や
か
に
光
り
、

ま
る
で
宝
石
の
よ
う
で
し
た
。
摘
み
た
て
オ
リ

ー
ブ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り
に
感
動
し
て
い
る

と
、「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
新
鮮
な
ほ
ど
価
値

が
高
い
の
で
、
収
穫
後
３
時
間
以
内
に
搾
油
場

で
搾
り
ま
す
」
と
、
農
園
の
オ
ー
ナ
ー
、
ブ
ゲ

ラ
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ー
ズ
産
業
の
よ
う

に
祖
国
な
ら
で
は
の
産
業
を
興
し
た
い
と
考
え

た
ブ
ゲ
ラ
さ
ん
は
、
帰
国
後

に
農
園
と
工
場
を
設
立
。
現

在
、
日
本
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
輸
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
ア
フ
リ
カ
の
語
源
と
な
っ

た
イ
フ
リ
キ
ヤ
は
、
も
と
も

と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
周
辺
を
指
す

地
名
で
、
一
説
に
は
古
代
ギ

リ
シ
ャ
語
で
「
寒
さ
と
無
縁

の
地
」
を
意
味
し
た
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
夏
は
暑
く
て
乾

燥
す
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
オ

リ
ー
ブ
の
栽
培
に
最
適
で
、

15
年
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の

輸
出
量
で
は
世
界
第
一
位
を

誇
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
産
地
を
記
さ
ず
に

輸
出
さ
れ
て
ブ
レ
ン
ド
用
に

使
わ
れ
る
た
め
、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
産
と
し
て
の
日
本
で
の
認

知
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
J
I
C
A
は
筑

波
大
学
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
小
豆
島
の
企
業

と
共
に
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の

認
知
度
向
上
や
商
品
開
発
な
ど
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
ブ
ゲ
ラ
さ
ん
の
農
園
は
そ
の
事
業
で
の

取
引
先
候
補
の
一
つ
。「
本
当
に
お
い
し
い
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
ほ
し
い
な
ら
、
ぜ
ひ
チ
ュ
ニ

ジ
ア
産
を
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
ブ
ゲ
ラ
さ
ん

は
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
魅
力
の

一
つ
が
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
に
有
効
と

さ
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
豊
富
さ
。
日
本
と

同
国
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産

の
オ
リ
ー
ブ
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
欧
州
産

よ
り
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
日
本
の
長
年
の
研
究

成
果
を
商
品
価
値
に
結
び
付
け
、
日
本
で
も
チ

ュ
ニ
ジ
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
認

知
を
高
め
た
い
―
―
。
大
学
や
民
間
企
業
と
連

携
し
た
協
力
は
、
今
後
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
経
済

発
展
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
元
で
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
使
い
方
を
知

る
た
め
、
現
地
の
J
I
C
A
事
務
所
で
働
く
マ

ミ
さ
ん
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
家
庭
料
理
を
教
わ
り

ま
し
た
。
マ
ミ
さ
ん
は
お
気
に
入
り
の
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
農
家
か
ら
買
い
付
け
て
い
て
、
そ

の
量
、
な
ん
と
年
間
30
リ
ッ
ト
ル
！
〝
メ
シ
ュ

イ
ー
ヤ
〞
と
呼
ば
れ
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
代
表
的

な
サ
ラ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、
蒸
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
と
バ
ジ
ル
、
煮
込
ん
だ
羊
の
肉
を
ス
ー
プ
ご

と
ご
飯
と
混
ぜ
る
〝
ジ
ェ
ル
バ
風
ラ
イ
ス
〞
な

ど
に
も
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
使
い

ま
す
。
野
菜
も
た
く
さ
ん
使
う
の
で
、
不
思
議

と
胃
が
も
た
れ
ま
せ
ん
！ 

素
材
を
生
か
し
て

調
味
料
を
上
手
に
活
用
す
る
文
化
は
、
和
食
に

も
通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
海
沿
い
の
リ
ゾ
ー
ト
地
、
モ
ナ

ス
テ
ィ
ー
ル
に
あ
る
観
光
専
門
学
校
で
、
生
徒

た
ち
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使

っ
た
和
食
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。
15
年
ま
で
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
料
理

指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
の
学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
２
年
間
、
調
理
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
は
国
内
外
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

で
活
躍
し
ま
す
。
の
り
や
麺
つ
ゆ
、
わ
さ
び
な

ど
の
和
食
材
は
日
本
か
ら
持
ち
込
み
、
旬
の
野

菜
や
魚
を
中
央
市
場
で
調
達
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
産

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
和
食
で
の
活
用
を
実
演
し

ま
し
た
。
巻
き
寿
司
や
和
風
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、

そ
う
め
ん
の
作
り
方
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

き
な
が
ら
、
盛
り
付
け
は
個
性
豊
か
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
生
徒
た
ち
。
日
本
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
食

で
つ
な
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
テ
ロ
事
件
以
降
、
観
光
業

が
低
迷
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
で
も
、

先
生
や
生
徒
た
ち
の
や
る
気
に
満
ち
た
表
情
に

は
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

私

美
容
と
健
康
に
効
果
抜
群
！

チ
ュ
ニ
ジ
ア
産
の
魅
力
を
確
認

古
代
に
は
カ
ル
タ
ゴ
と
し
て
栄
え
、３
０
０
０
年
近
く
に
わ
た
っ
て

地
中
海
文
明
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
き
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
。

ア
ラ
ブ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ト
ル
コ
な
ど
、幅
広
い
食
文
化
の
交
差
点
と
し
て

伝
統
を
育
ん
で
き
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
代
表
す
る
食
材
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
魅
力
に
、フ
ー
ド
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
坂
口
も
と
こ
さ
ん
が
迫
っ
た
。

地
中
海
の
香
り
を
運
ぶ
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

メニュープランナー、フードコンサルタント。国内航空会社の国際線客室乗務員として勤務後、料理研究家のアシスタントを経て、料理教室をオープン。
書籍出版、食関連イベントの講師、企業や飲食店のメニュー・商品開発、食ブランディングコンサルティングなど幅広い活動を行う。「野菜ソムリエ／パ
ンアドバイザー」（日本野菜ソムリエ協会認定）資格保有。www.mottibenton.co.jp

農園のオーナーのブゲラさんは、手作業の伝統
を守りながら効率的に機械を取り入れることで、
オリーブオイルの品質向上を目指している

オリーブオイルを使った和食メニュー。トマトをたくさ
ん使うチュニジアの人たち向けに、そうめんのつゆ
には刻んだトマトを入れた

観光専門学校で、生徒たちにオリーブオイルを使った和食のデモンストレーションを行う坂口さん

一面に広がるオリーブ畑は、チュニジア
ではそこかしこで目にする光景だ

し
ょ
う
ど

特 別 レ ポ ー ト

写真＝鈴木革（写真家）

首都チュニスに住むマミさんの食卓。チュニジアの
家庭料理にオリーブとオリーブオイルは欠かせない

坂口 もとこ

搾油場で搾りたてのオリーブ
オイルを試飲する坂口さん。
摘みたてのフレッシュな香り
が口の中に広がる

チュニジア

チュニス

モナスティール
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小島 宗一郎
KOJIMA Soichiro

外務省　国際協力局　
国別開発協力第一課 兼 事業管理室 企画官

1995年に経済企画庁入庁。内閣府、内閣官房、金融庁などでの勤務を経て、
2014年１月より現職。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　SATREPS（Science and Technology Research 
Partnership for Sustainable Development：サ
トレップス）とは、地球規模の課題の解決に向け、
政府開発援助（ODA）の枠組みを活用して、日本と
開発途上国の研究機関による共同科学技術研究
を推進するプログラムのことです。
　SATREPSの特徴は、途上国との国際共同研究を
通じて、これまでにない新しい科学技術を生み出
し、開発課題の解決を目指している点です。これは、
日本で既に確立された技術やノウハウを移転する
他の技術協力との大きな違いといえるでしょう。
　地球規模の課題としてSATREPSが扱うのは、①

SATREPSって何？

　マレーシアは他の東南アジ
ア諸国と比べて気候が穏やか
ですが、近年、地滑りや洪水に
よる大きな被害が発生していま
す。2014年12月上旬から長
期にわたって降り続いた記録的な大雨により、マレー半島北東部を
中心に、死者21名、避難者数25万人以上という甚大な被害が発生
しました。同国では、2005年から2014年の9年間に、延べ34万
2,526人が洪水で被災しており、その経済的損失は9億9,000万米
ドルに上ると推定されています。
　日本とマレーシアは、SATREPSとして2011年から5年間、「マレー
シアにおける地すべり災害および水害による被災低減に関する研究
プロジェクト」を実施してきました。プロジェクトチームは、地滑りや洪水
災害に関する早期警報システムをはじめとする災害リスク管理システ
ムの試行版を開発。研究成果に対する同国政府の評価は高く、高等
教育省がシステムの活用を関係省庁に呼び掛けたことを受け、関係
機関で導入に向けた検討がスタートしています。また、昨年は、ボルネ
オ島のサラワク州で大規模な洪水が発生。プロジェクトに参加した研
究者は、同地域へのシステム適用を目指し、日本との共同研究を通じ
て得た知見を活用しながら、独自に研究を進める準備をしています。
　SATREPSの研究成果と経験が、地滑りおよび洪水のモニタリン
グと情報分析に活用され、被災規模の予測や政府の迅速な避難勧
告などに役立てられること、それによって、被災防止と被害の軽減に
つながることを期待しています。

（在マレーシア日本国大使館　二等書記官　兼松幸一郎）

A1.

　防災分野のプロジェクトをご紹介しましょう。2010
年に南米・チリでマグニチュード8.8の巨大地震が発
生し、それによって起きた30メートル級の津波が現地
を襲いました。亡くなった547人のうち、125人は津波
による犠牲者だといわれています。
　日本も幾度となく津波に見舞われてきたことから、
防災分野で高い知見と技術を有しており、チリと日本
の研究機関は、2012年１月から「津波に強い地域づ
くり技術の向上」に関する共同研究プロジェクトを始
めました。両国の豊富な知見を活用して、地震に伴っ

どんなプロジェクトがあるの？

Q1.

環境・エネルギー、②生物資源、③防災、④感染症
―の４分野です。2008年のプログラム開始以来、
日本と途上国双方の大学や国立の研究所など、さ
まざまな研究機関が参加しています。
　SATREPSは研究支援ですが、重視するのは科学
技術の創出だけではありません。約５年間のプロ
ジェクトを通じて、途上国の研究機関の人材育成
や組織としての能力向上を図り、自立的な発展に
つなげていくことも重要な目的の一つです。こうい
った点は、他の先進国と途上国との共同研究では
必ずしも重視されていない、日本ならではの独創
的なアプローチといえます。

　SATREPSはODAとして実施するものですから、そ
の成果は、共同研究の相手国である途上国が、将来
にわたって活用していけるものであることが期待さ
れます。そのため、各プロジェクトでは、最新技術の
創出に加え、実用化の構想まで支援しています。
　2011年から日本の大学とケニアの医学研究所が
共同で実施している感染症分野のプロジェクトの例
をご紹介します。アフリカなどで発生している黄熱病
は蚊が媒介する感染症で、重症患者の２～５割が死
亡する恐ろしい病気です。このプロジェクトは、黄熱
病の被害を最小限にするため、迅速な診断法の開発
と流行警戒システムの構築を目指しています。
　まず、医師や検査機器が十分でないケニアの地

先端技術は途上国で実用化できるの？

て発生する津波被害を予測するための手法を研究し、精
度の高い早期警報システムを構築。それと並行して、チリ
の行政機関や市民を対象に、東日本大震災の教訓も踏ま
えた防災訓練などの啓発活動も実施しました。
　このような取り組みを進める中、2014年に再び巨大地
震がチリを襲いました。日本の研究チームは、すぐに現地
でチリの研究チームと協力して津波の高さや被害状況な
どの調査を実施。調査の結果、啓発活動などの取り組み
が、住民の迅速な避難と被害の防止に貢献したことが明
らかとなりました。

方部でも診断が行えるよう、簡易で安価な診断手法
の開発が行われました。日本の診断技術を応用して
作られた簡易診断キットは、知識を身に付ければ医
師でなくても診断が可能です。次に、感染が発生し
た場合に、地方の医療機関と中央の保健省が情報
を共有して感染拡大を防ぐ対策を迅速に立てられ
るよう、携帯電話を活用した早期警戒システムも開
発。携帯電話は途上国の地方部でも普及が進んで
いるので、警戒網を広げるのに有効です。
　このように、SATREPSを通じて、日本が蓄積してき
た技術を生かしつつ、途上国でも活用可能な最新
技術が生み出され、世界の課題解決に役立ってい
ます。 

A2.

Q2.

A3.

Q3.

地滑り・洪水分野の
日馬共同研究
プロジェクト

成果の引き渡し式の様子

Me�age from Malaysia

1
SATREPSは、途上国

との共同研究で

新たな技術を生み出
す日本独自の協力

2
地球規模の課題解

決に向け、

４つの分野でプロジ
ェクトを実施

3
日本の得意分野の

知見を生かして

新たな技術を創出し
、その実用化も支援

ケニアにおける黄熱病対策の
プロジェクトの実験室
（写真提供：JICA）

大規模津波を想定した避難訓練
に意欲的に参加するチリの市民
（写真提供：JICA）

テーマ

ODAによる

国際共同科学技術研究
（SATREPS）
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標高3,100メートルの丘陵地帯にある夏営地。
人々は季節によって住まいを変える

天空の青野を駆ける

Kyrgyz 
［キルギス］

写真・文＝松尾純（写真家）

地球ギャラリー vol.100

ボズ・ウィは木製の骨組みと、
羊毛から作られたフェルトで
できている。細かいパーツに
分解して持ち運べる

地球ギャラリー vol.100

　
初
め
に
現
れ
た
ボ
ズ
・
ウ
ィ
を
訪
れ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ま
る
で
我
が
家
に
帰
っ
て
来

た
か
の
よ
う
に
親
し
げ
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

　
ク
ム
ス（
馬
乳
酒
）が
振
舞
わ
れ
る
。人
々

は
毎
朝
、
羊
や
牛
や
馬
の
乳
を
搾
り
さ
ま

ざ
ま
な
乳
製
品
を
作
っ
て
い
る
が
、
中
で

も
雌
馬
の
乳
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
ク
ム
ス

は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
飲
み
物
だ
。
栄
養

松尾 純（まつお じゅん）

広島生まれ。19歳の頃から一眼レフを
持って世界を旅する。50以上の国と地域
での撮影経験を持ち、チベット文化圏を
最も得意なフィールドとする。5,000メー
トルを超えるヒマラヤ山脈など、世界各
地の辺境で暮らす人々を写し続ける。
公式サイト http://junmatsuo.jp

あ
ぶ
み

馬に乗り勇ましく草原を疾走する少年。人が馬を乗りこなす技術は中央アジアで生まれたという

　
馬
の
群
れ
が
地
響
き
を
立
て
な
が
ら
す

ぐ
側
を
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。
湖
畔
で
は

馬
の
放
牧
が
盛
ん
だ
っ
た
。
広
く
開
け
た

牧
草
地
、
万
年
雪
を
い
た
だ
く
山
々
も
見

え
る
。
私
の
乗
っ
た
車
と
並
行
し
て
、
ま

だ
鐙
に
足
も
届
か
な
い
幼
い
少
年
が
馬
に

ま
た
が
り
走
っ
て
い
た
。
窓
か
ら
の
ぞ
く

私
と
目
が
合
う
と
、
に
こ
っ
と
愛
ら
し
く

夏は涼しく冬は暖かいボズ・ウィ。かつては年間を通して住んでいたが、現在では夏の間だけの住居となった

国土のほとんどが山地であるキルギスで、
特に山深いナリン州。標高が上がるほどに
緑が増える

どこまでも続く草原を駆ける馬の群れ。人々の生活に馬は密接に結び付いている

笑
っ
た
。
次
の
瞬
間
、
前
傾
姿
勢
に
な
り

速
度
を
上
げ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
草
原
の

彼
方
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
、
天
山
山
脈
の

山
間
に
位
置
す
る
ソ
ン
・
ク
ル
は
、
海
抜

３
０
１
６
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
国
内
２
番

目
の
大
き
さ
を
誇
る
湖
だ
。
冬
の
気
温
は

マ
イ
ナ
ス
20
度
を
下
回
り
、
積
雪
で
湖
に

価
が
高
く
治
癒
力
を
持
つ
と
さ
れ
、
お
年

寄
り
か
ら
若
者
ま
で
誰
も
が
一
日
何
杯
も

飲
ん
で
い
た
。
質
の
良
い
ク
ム
ス
を
作
る

に
は
、
馬
が
口
に
す
る
草
や
水
、
気
候
な

ど
、
自
然
環
境
も
影
響
し
て
く
る
。
ど
ん

ぶ
り
茶
碗
で
お
代
わ
り
を
し
な
が
ら
、
物

静
か
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
口
を
開
い
た
。

　「
キ
ル
ギ
ス
の
ク
ム
ス
は
他
と
違
い
水

が
良
い
か
ら
お
い
し
い
ん
だ
」

　
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。
町
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
フ
ォ
ー
ク
を
ぎ
こ
ち
な
く
使

い
、
食
事
を
少
し
し
か
口
に
し
な
か
っ
た

彼
が
、
こ
こ
で
は
乳
製
品
を
わ
し
づ
か
み

で
平
ら
げ
て
い
た
の
だ
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
町
の
定
住キルギス

草原の暮らしは夏の間だけ。家畜を追って乳を搾り、静かにのびのび過ごす

至
る
道
が
通
行
不
能
に
な
る
た
め
、
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
夏
の
間
の
み
。

　
湖
ま
で
の
公
共
交
通
手
段
は
無
い
。
町

で
車
と
キ
ル
ギ
ス
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
手
配

し
て
向
か
っ
た
。
幹
線
道
路
を
外
れ
、
未

舗
装
の
山
道
を
50
キ
ロ
。
標
高
３
３
４
６

メ
ー
ト
ル
の
峠
付
近
か
ら
緑
が
深
く
な

る
。
そ
の
先
に
あ
る
湖
周
辺
は
青
草
茂
る

豊
か
な
牧
草
地
だ
。
こ
れ
を
求
め
て
周
辺

の
町
や
村
か
ら
住
民
た
ち
が
家
畜
を
連
れ

て
移
動
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
夏
の
間
だ

け
こ
の
涼
し
い
高
地
で
移
動
式
住
居
で
あ

る
ボ
ズ
・
ウ
ィ
を
張
っ
て
生
活
す
る
。
モ

ン
ゴ
ル
の
ゲ
ル
に
似
て
い
る
が
、
屋
根
の

傾
斜
が
ゲ
ル
よ
り
急
で
背
が
高
い
の
が
特

徴
だ
。

生
活
か
ら
離
れ
、
太
陽
に
当
た
り
、
草
原

に
寝
転
ぶ
キ
ル
ギ
ス
人
た
ち
は
実
に
生
き

生
き
と
し
て
い
た
。
こ
こ
が
自
分
た
ち
の

居
場
所
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

　
か
つ
て
こ
こ
は
騎
馬
遊
牧
民
の
支
配
す

る
世
界
だ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
末
裔
で
あ

る
。
遊
牧
か
ら
定
住
へ
と
生
活
様
式
が
変

化
し
て
い
く
中
で
も
、
優
れ
た
騎
馬
技
術

は
育
ま
れ
、
伝
統
や
習
慣
を
大
切
に
守
る

意
志
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
羊
や
牛
を
追
う
遊
牧
民
た
ち
の
声
が
湖

畔
に
響
く
。
眩
し
く
、
静
か
に
日
が
暮
れ

て
い
っ
た
。
夏
が
終
わ
り
長
い
冬
が
近
づ

い
て
い
る
。
そ
の
夜
、
昼
の
暖
か
さ
が
う

そ
の
よ
う
に
氷
点
下
ま
で
冷
え
込
ん
だ
。

キルギス人の多くは顔立ちが日本人にとて
も似ている。気性も温厚で控え目
牛乳から作られるカイマックというフレッシュ
クリーム。脂肪分が高く濃厚で、特に出来
立てはとろとろで美味しい。パンにつけて
食べるのが一般的
ソン・クルは淡水湖。厳冬期には１メートル
以上の厚い氷が張る
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b.
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夕闇が迫り、刻 と々その濃さを増していく。はぐれた牛を追う少年。子どもも家族の重要な働き手だ
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ボズ・ウィは木製の骨組みと、
羊毛から作られたフェルトで
できている。細かいパーツに
分解して持ち運べる
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に
現
れ
た
ボ
ズ
・
ウ
ィ
を
訪
れ
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。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ま
る
で
我
が
家
に
帰
っ
て
来

た
か
の
よ
う
に
親
し
げ
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

　
ク
ム
ス（
馬
乳
酒
）が
振
舞
わ
れ
る
。人
々

は
毎
朝
、
羊
や
牛
や
馬
の
乳
を
搾
り
さ
ま

ざ
ま
な
乳
製
品
を
作
っ
て
い
る
が
、
中
で

も
雌
馬
の
乳
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
ク
ム
ス

は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
飲
み
物
だ
。
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持って世界を旅する。50以上の国と地域
での撮影経験を持ち、チベット文化圏を
最も得意なフィールドとする。5,000メー
トルを超えるヒマラヤ山脈など、世界各
地の辺境で暮らす人々を写し続ける。
公式サイト http://junmatsuo.jp
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、
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え
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っ
た
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と
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鐙
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。
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が
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治
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、
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寄
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者
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で
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も
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が
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と
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、
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の
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を
連
れ

て
移
動
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
夏
の
間
だ

け
こ
の
涼
し
い
高
地
で
移
動
式
住
居
で
あ

る
ボ
ズ
・
ウ
ィ
を
張
っ
て
生
活
す
る
。
モ

ン
ゴ
ル
の
ゲ
ル
に
似
て
い
る
が
、
屋
根
の

傾
斜
が
ゲ
ル
よ
り
急
で
背
が
高
い
の
が
特

徴
だ
。

生
活
か
ら
離
れ
、
太
陽
に
当
た
り
、
草
原

に
寝
転
ぶ
キ
ル
ギ
ス
人
た
ち
は
実
に
生
き

生
き
と
し
て
い
た
。
こ
こ
が
自
分
た
ち
の

居
場
所
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

　
か
つ
て
こ
こ
は
騎
馬
遊
牧
民
の
支
配
す

る
世
界
だ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
末
裔
で
あ

る
。
遊
牧
か
ら
定
住
へ
と
生
活
様
式
が
変

化
し
て
い
く
中
で
も
、
優
れ
た
騎
馬
技
術

は
育
ま
れ
、
伝
統
や
習
慣
を
大
切
に
守
る

意
志
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
羊
や
牛
を
追
う
遊
牧
民
た
ち
の
声
が
湖

畔
に
響
く
。
眩
し
く
、
静
か
に
日
が
暮
れ

て
い
っ
た
。
夏
が
終
わ
り
長
い
冬
が
近
づ

い
て
い
る
。
そ
の
夜
、
昼
の
暖
か
さ
が
う

そ
の
よ
う
に
氷
点
下
ま
で
冷
え
込
ん
だ
。

キルギス人の多くは顔立ちが日本人にとて
も似ている。気性も温厚で控え目
牛乳から作られるカイマックというフレッシュ
クリーム。脂肪分が高く濃厚で、特に出来
立てはとろとろで美味しい。パンにつけて
食べるのが一般的
ソン・クルは淡水湖。厳冬期には１メートル
以上の厚い氷が張る

a.

b.

c.

a

cb

夕闇が迫り、刻 と々その濃さを増していく。はぐれた牛を追う少年。子どもも家族の重要な働き手だ

ソン・クル

地球ギャラリー vol.100



Story

千年も前から語り継がれているキルギスのヒーロー、マナス王の銅像。国立歴史博物館の前に建つ

　遊牧文化を基礎とするキルギスでは無形の文化が豊かに発展し
た。特にキルギスを語る上で欠かせないのが英雄叙事詩「マナス」
である。叙事詩マナスは、マナス王とその子孫８代目までの歴史を
描いたキルギス民族の長大な物語だ。
　遊牧民であるキルギス人たちは文字を持たなかったため、叙事詩
マナスはマナスチュと呼ばれる語り手によって口承文学として伝え
られてきた。マナスは世界最長の詩とされ、その長さは約20万行と
も50万行を超えるともいわれている。2013年にはユネスコの世界
無形文化遺産に登録された。
　シルクロードの要衝に位置するこの地域は、さまざまな勢力に支
配されてきた。その歴史の中で異民族からキルギスの人々を守るた
めに戦ったマナスは、今でもキルギス人
の英雄であり、民族統合のシンボルと
なっている。首都ビシュケクにはその名
を冠した空港や大学、映画館、通りな
どがあり、市の中心にあるアラ・トー広
場ではマナス像が人 を々見守っている。
　叙事詩マナスには和訳本がある。一
読すれば、草原で繰り広げられる物語
に心躍ることだろう。

英雄叙事詩「マナス」

キルギスの誇りといえば

キルギスの家庭料理といえば

キルギスの文化を
知ろう！

　キルギスとロシアの家庭料理をお手
頃価格で提供している「インナカリンカ」
は、京浜東北線蕨駅から徒歩３分。店主
のインナ・キムさんはキルギス出身だが、
外見からよく日本人と間違われるという。
インナさんは国際交流に積極的で、各地
の学校で母国の話をしたり、地域のお祭
りなどで料理を出したりしている。イベント
で友人らと販売したピロシキが評判を呼
び、２年前にこの店を開いた。
　「中央アジア諸国の料理は共通して
います。毎日食べるのはナン。米は週に

２回ほど。お茶は１日５回ぐらい、よく飲み
ますよ」
　今回教えてくれた「マンティ」（写真手
前）は蒸し餃子に似ている。あんの包み
方は何通りもあり、バラの花のように見え
る形もある。
　蒸し上がったマンティには、ヨーグルト
あるいはトマトとタマネギのみじん切りに
酢・塩・唐辛子を混ぜたソースを付けてい
ただく。アツアツで肉汁滴るマンティを一
口頬張ったら最後、食べる手が止まらな
い。

【RE C I P E】
●材料（約14個分）
【皮】薄力粉300g／卵
1個／塩ひとつまみ／
水適量
【あん】ラム肉と牛肉各
100g／タマネギ中1個
／ニンニク1かけ／塩、
コショウ少々／好みで
細 かく切ったカボ
チャ、ジャガイモを加
えてもよい

皮の材料を全てボールに入れて混ぜ、耳たぶほどの硬さになるまで
水を加えてこねたら、乾燥しないようにふたをして寝かせておく。
ラム肉と牛肉を細かく切る（ひき肉でも可）。タマネギとニンニクはみじ
ん切りにする。
あんの材料を全て混ぜる。
❶を棒状に伸ばし、包丁で約14分割する。
のし板に打ち粉をし、❹を麺棒で直径10センチほどの円形に伸ば
す（全ての生地を大きく伸ばし型抜きしても可）。
❺の皮に❸のあんを包み、間隔を空けて蒸し器に並べ、強火で15
分蒸したら出来上がり。蒸し器がない場合はフライパンに油を引
き、水を加えて蒸し焼きにしてもよい。

❶

❷

❸
❹
❺

❻

インナカリンカ
〒333-0851
埼玉県川口市芝新町2-19
高井ビル101
Tel：048-487-9519
営業時間：17～21時
※月曜定休。イベント出店のため臨時休業あり。HPで確認を。
　http://innakalinka.com/

【SHOP INFORMATION】

マンティ

取材協力・写真提供：キルギス共和国政府観光局
地球ギャラリー

キルギスの紙幣500ソム札にはサヤク
バイ・カララエフという有名なマナスチュ
の肖像が描かれている。裏側はタラス
という町にあるマナス廟

わらび

びょう
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新 着 情 報

『特別展 「世界遺産 ラスコー展
  ～クロマニョン人が残した洞窟壁画～」』
約２万年前、フランス南西部のヴェゼール渓谷にあるラスコー洞窟
に、クロマニョン人が躍動感あふれる600もの動物の彩色画を描い
た。ラスコー洞窟の壁画は、色彩の豊かさや技法などが特に素晴らし
く、1979年に世界遺産に登録。洞窟は現在、壁画を保存するため
に非公開となっているが、この展覧会では誤差1ミリ以下の高精度で
再現した実物大の洞窟壁画展
示によって、洞窟内部の世界を
体験することができる。その他に
も、クロマニョン人が残したさまざ
まな彫刻や道具などの展示があ
り、２万年前の人類の豊かな創
造性や芸術の始まりを知る旅と
なるはずだ。

E  VENT

M  OVIE

『ショコラ ～君がいて、僕がいる～』
1897年、フランスの片田舎の小さなサーカスで、落ちぶれた道化師
のフティットは黒人のショコラと出会う。二人は芸人としてコンビを組
んで人気を博し、パリの名門サーカスの専属となり名声を手にする
が、人種差別がショコラの前に立ちはだかる。その現実から逃れるか
のように、ショコラはギャン
ブルに溺れていく。彼の才
能を信じる相方のフティッ
トは、そんなショコラを支え
続ける。フランス史上初の
黒人芸人ショコラと彼を
支え続けた相方の白人芸
人フティットの半生を描い
た感動の実話だ。

会期：２月19日（日）までの９～17時（金曜日は20時まで）
　　  ※休館日や開館時間の詳細はホームページからご確認を
会場：国立科学博物館（東京都台東区上野公園）
TEL : 03‒5777‒8600（ハローダイヤル）
URL：http://lascaux2016.jp

B  OOK

『キューバ音楽を歩く旅』
アメリカとの国交回復で国際社会の注目を集めているキュー
バ。中南米諸国に関する著述家として活動するさかぐち氏は、
1997年にキューバを初めて旅行して以来、現地の音楽に魅せ
られスペイン語を習得し、音楽を求
めてキューバ各地を旅してきた。本
書は、そんなさかぐち氏が筆を取
り、各地の郷土音楽や舞踊、現地
の著名な音楽奏者、さらには、観
光の見所や人々の暮らしなど、
キューバに関するあらゆる情報を
紹介した一冊だ。変貌しつつある
政治や社会情勢の分析も含ま
れ、音楽愛好家だけでなく、幅広
い層の人々が楽しめる内容になっ
ている。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2015年／フランス／119分
監督：ロシュディ・ゼム
出演：オマール・シー、ジェームス・ティエレ、クロティルド・エスムほか
公開：１月21日（土）シネスイッチ銀座ほか全国順次ロードショー
URL：http://chocolat-movie.jp/
配給：東北新社 STAR CHANNEL MOVIES

B  OOK

『愛と信念の言葉』
1935年、チベット東北部に生まれ、15歳で政治・宗教両面の
国家最高指導者となったダライ・ラマ法王14世。中国による圧
制に耐えかね、59年に多くの高僧や民衆と共にインドへ亡命
し、ダラムサラに亡命政権を樹立
した。そのころ、チベットでは寺院
や僧院が破壊され、僧侶たちは還
俗を強いられ信仰の道が絶たれて
いた。写真家の野町和嘉氏は、そ
れらチベットの史実を踏まえ、88
年からチベットのほぼ全域を訪れ
て人々の暮らしや風景を撮影して
きた。強くて優しいダライ・ラマ法
王14世の名言とともに、人々の営
みと信仰をテーマに取材を続ける
野町氏の写真に出会える一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

さかぐち とおる 著
彩流社
2,160円（税込）

ダライ・ラマ法王14世 著
野町 和嘉 写真
PHP研究所
842円（税込）

○c 2016 Gaumont / Mandarin Cinema / Korokoro / M6 Films

○c SPL Lascaux international exhibition
実物大で再現される壁画「黒い牝ウシ」
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日までの“1000日”における栄養不足。次号は、国際的な課題として注
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① パラグアイの刺しゅう
② 書籍『愛と信念の言葉』 （p37参照）
③ 書籍『キューバ音楽を歩く旅』 （p37参照）
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ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
農
村
に
携
帯
電
話
が
急
速
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
村
は
道
路
状
況
も
劣
悪
で
、
電
気
も
水
道

も
通
っ
て
い
な
い
よ
う
な
地
。
私
が
赴
任
し
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
も
、
携
帯
電
話
の
普
及
率
が
こ
の
２
年
間
で
10
％
か
ら
ほ
ぼ

1
0
0
％
に
な
る
見
込
み
だ
と
い
い
ま
す
（
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
！
）。
電
気
が
来
る
よ
り
携
帯
電
話
が
来
る
方

が
早
い
と
い
う
こ
と
に
は
驚
き
で
す
。

　

農
家
が
携
帯
電
話
を
持
つ
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま

で
卸
売
人
に
買
い
た
た
か
れ
て
い
た
農
作
物
が
市
場
で
は
い
く
ら

で
売
ら
れ
て
い
る
か
、
肥
料
や
農
機
を
最
も
安
く
手
に
入
れ
る
ル

ー
ト
は
ど
こ
か
な
ど
の
情
報
が
、
農
家
の
手
元
に
も
届
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
農
家
の
所
得
向
上
の
み
な
ら
ず
農
村

社
会
の
在
り
方
を
劇
的
に
変
え
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
や
教
育
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
れ
ば
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
減
少
し
、
識
字
率

が
向
上
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
私

た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
ど
の
開
発
援
助
の
手
法
よ
り
、
携
帯
電

話
の
普
及
の
方
が
貧
困
削
減
効
果
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
従
来
の
発
展
過
程
を
大
き

く
飛
び
越
え
て
進
歩
す
る
こ
と
を
、
ク
ォ
ン
タ
ム
ジ
ャ
ン
プ

（quantum
 jum

p

）
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
開
発
途
上
国
の
問
題

解
決
に
〝
大
跳
躍
〞
が
期
待
で
き
る
な
ら
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、技
術
革
新
に
は
〝
光
〞
だ
け
で
は
な
く
〝
陰
〞
も
あ
り
ま
す
。

Ｉ
C
Ｔ
の
発
達
は
所
得
格
差
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
過
激
思
想
の

広
が
り
を
助
長
す
る
面
も
あ
り
ま
す
。
特
に
開
発
が
遅
れ
て
い
る

地
域
で
は
、
技
術
革
新
に
伴
う
変
化
が
劇
的
な
だ
け
に
、
マ
イ
ナ

ス
に
も
大
き
く
作
用
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
〝
光
〞
の
面
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
が
、〝
陰
〞

の
影
響
に
対
す
る
配
慮
も
私
た
ち
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
そ
こ
に

は
〝
大
跳
躍
〞
は
な
く
、
人
々
に
寄
り
添
う
地
道
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広
報
室
長 

田
中
雅
彦

ク
ォ
ン
タ
ム
ジ
ャ
ン
プ（
大
跳
躍
）と
途
上
国
開
発
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Vol.99  パラグアイ

蜘蛛の巣が広げる人々の未来

©Yuki Asada

　カラフルな木綿の糸を用いたレースの
編み物「ニャンドゥティ」。パラグアイの
先住民グアラニーの言葉で「蜘蛛の巣」
を意味するニャンドゥティは、木枠に張っ
た布に刺しゅうしてのりで固めた後、刺
しゅう部分を切り取ったもの。壁掛けや
テーブルクロス、ドレスなど、さまざまな
用途がある同国伝統の手工芸品だ。完
成まで１週間から数カ月もかかるほど手
が込んでいるものもあるが、仕入れ業者
に安く買われることも多く、作り手が減
少し、深刻な後継者不足に陥っている。
　このニャンドゥティを農村の女性から
適正価格で買い取って日本で販売し、そ
の収益などで現地の教育支援を行って
いるのが、「（特活）ミタイ・ミタクニャイ子
ども基金」（以下、ミタイ基金）だ。1995

年の設立以来、農村部に１つの幼稚園と
３つの小学校を建設した。「もう昔の私
ではない」――地域にできた学校の成人
クラスで学んだ女性の言葉には、農村部
に根強く残るマチスモ（男性優位）思想
を変化させる可能性が見て取れる。
　ミタイ基金には約20人の大学生が活
躍する学生部がある。彼らはニャンドゥ
ティの買い付けや販売の他、学校建設に
も汗を流す。「私たちの活動が子どもた
ちの未来を広げるかもしれないと思うと
ワクワクする」と学生部の高井里菜さ
ん。広報担当の齋藤誠仁さんは「フェア
トレードを通じて作り手の暮らしを守
り、伝統工芸品ニャンドゥティという文化
を残したい」と話す。今後は首都のスラム
での支援なども計画しているそうだ。

刺しゅうの上からキャッサバのでんぷんを塗布したところ。
これを乾燥させて刺しゅう部分を切り取るとニャンドゥティ
が完成する
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★商品は横浜国立大学の大学祭やグローバルフェス
タJAPAN、パラグアイフェスティバルに出店するミ
タイ基金ブース、ミタイ基金と連携するショップなど
で購入できる他、メールでの購入問い合わせにも対
応しています。mitai.jk@gmail.com 

★パラグアイのニャンドゥティを１人にプレゼント！
→詳細は38ページへ
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　私は母国スリランカで、比較的余裕
のある家に生まれ、国立銀行員の父と
元教師の母に育てられました。生徒会
長も務めた私は、ボーイスカウトの交流
旅行で日本を訪れたのがきっかけで、
17歳で単身、日本に留学。そのときに頼
ったのは、交流旅行で一日、ホームステ
イしたご家庭でした。電化製品や車な
ど、当時のスリランカ人があこがれる物
がそろっていて、私の実家と比べてもず
っと豊かに見えたご家庭でしたが、私
を受け入れられるのは半年が限度だと
言われて驚きました。私の母は、当たり
前のように近所の子どもたちを世話し
て、学校まで通わせていたからです。日
本は物もお金もあって豊かだけれど、ス
リランカより他人を受け入れる精神的
な余裕がないのでは、と思いました。
　それでも父が家を担保に送り出して
くれたのだからと、日本語学校に通い、
温泉街で住み込みのアルバイトをしな
がら大学の受験勉強に明け暮れまし
た。さまざまな悩みを背負って温泉街
に流れ着いた人たちの優しさが、若か

った私を育ててくれたのです。無事、立
命館大学に合格し、留学生初の読売新
聞奨学生にもなりました。
　しかし、大学を卒業した1994年はバ
ブルが崩壊した後で、留学生を採用して
くれるような企業は見つかりませんでし
た。その一方で日本の公的機関には国
籍条項があったため、応募することさえ
できませんでした。そこで大学院に進
み、博士号を目指しながら起業。やが
て大学で教壇に立つことになり、日本
国籍も取得して、今に至ります。
　日本で暮らして30年近くになります。
最近の日本は、外国人の数が増えたと
いう意味では国際化が進んでいます
が、お互いを受け入れて生きていける余
裕がなくなっているのではと感じていま
す。
　新しい価値観を受け入れるとき、人
はまず相手を排斥し、次に相手の同化
を求め、それでも違いが残ることに気付
くと距離を取って住み分けるようになり
ます。でも、本当に大切なのはその先に
ある、違いを違いとして受け入れ、共に

生きる社会だと思うのです。互いの違い
を楽しみ、成長につなげられるのが、強
く心豊かな人なのではないでしょうか。
　そもそも、国籍や生まれ育った土地
がどこかということ以前に、一人一人が
違う人間です。お互いが共に笑い合い、
違いが生かされている“共笑”の社会で
なければ、持続可能性はありません。
片方だけが笑っている社会では不十分
なのです。
　違いを受け入れるためには、自分と
異なる価値観を持つ人 と々交流し、自分
の視野を広げることも欠かせません。人
と人との関係性を深め、未来を豊かに
する人材の育成に、日本社会やJICAが
これからも積極的に取り組んでいくこ
とが大切だと考えています。

私の 違いを受け入れ、共に笑顔を

社会学者、タレント   にしゃんた

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

Nishantha

PROFILE 
スリランカ生まれ。17歳で来日して立命館大学で経
済学を学び、卒業時には学部総代を務めた。博士号
取得後、山口県立大学准教授を経て、羽衣国際大
学教授に。テレビやラジオへの出演、執筆に加えて、
社会人落語家としての活動も行っている。写真はスリ
ランカ中部のマヒヤンガナにて、先住民族ヴェッダ族
の長老と共に撮影したもの。
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